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序

筑後市上北島地区から尾島地区へかけての こ の一帯は古代大集落が形成されてい

たといわれ、 こ れまでに調査発見された住居跡からは貴重な資料が提供されていま

す。

このたび 上北島、 キツネ塚に於て弥生時代から古墳時代にかけての住居跡発掘

調査を実施したのであります。

こ の調査は、 国、 県の補助を得て、“ 九州大学文学部考古学研究室及び土地所有者

の方々などのご指導とご協力を得て調査を実施いたしましたと こ ろ、 予期以上の成

果をあげる こ とができました。

調査結果についても早急に整理がす>ぬられ、 このたび刊行のは こ びとなりまし

た。

幸いにして、 こ の資料が古代文化研究の参考になりますならば、 こ の上ない喜び

でございます。

なお本書の発刊にあたっては調査および原稿の執筆を担当された九州大学文学部

考古学研究室をはじめ県教育委員会など関係各位のご協力に対し深く感謝の意を表

します。

昭和45年3月20日

筑後市教育委員会

教育長 久保田 幹
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第 I 章 序 説

1 . 調査の経過

昭和 43 年 6 月,21日 ・ 国鉄鹿児島本線「羽犬塚」 駅の南西 900m ばかりの国鉄線に近接した西側畑

地を地下げ中に多くの竪穴群が発見された。 福島高校教諭岩崎光氏が中心となって翌日から八女高

八女エ• 福島高 ・ 伝習館高などの高校生クラブ員の参加で発掘が行われた。 作業は断続しながら7

月 26日まで行われた。 この間、 福岡県教委の視察があり、 遺跡の重要性から作業中止と本格的学術

調査を要請して、 国 ・ 県 ・ 筑後市から改めて昭和 44年度事業として調査費を計上し、 九州大学考古

学研究室に調査を依頼された。 そこで翌年1月、 小田が現地を訪れて筑後市教委と協議し、 土地所

有者が5月末までに水田化を希望しているところから、 4月に調査を実施することとした。 すでに

竪穴は二十数個のほとんどが全掘或は部分掘されていて未掘状態のものはほとんどなかった。 さら

に発掘が秩序だって行われていないためにかなり究明する上に困難なことも予想された。 しかしな

がら、 九州地方で最も研究のおくれている弥生時代終末期の土器を主体とする竪穴群であるところ

から、 その重要性は甚だ大きいと判断されたので、 岩崎光氏の訓査をひき継ぐことになった。

発掘調査は昭和 44年 4 月 19日から30日まで実施し、 通じて小田が現地にのぞんだが、 便宜上、 調

査員を前、 後二期に分って行った。 この間、 鏡山• 岡崎• 森の諸先生も現地を訪れて指導、 助言を

いたゞき、 折から来日中の韓国国立博物館の手武姻氏の見学もあった。

調査員の構成は次のとおりである。

錢山猛• 岡崎敬• 森貞次郎（調査指導） ・ 小田富士雄（鯛査主任）

〔前期調査員〕

佐田茂• 西健一郎• 高倉洋彰• 松本甑• 藤口健二• 徳永博行• 岩崎二郎 ・ 沢皇臣（以上・ 九州大

学） • 森田勉（福岡教育大学）

〔後期調査員〕

橋口達也• 木村幾多郎 ・ 久保山教善• 黒野盛• 真野和夫 ・ 貞方敏（以上、 九州大学） ・ 典小田寛

光枝房敏（以上、 福岡教育大学）

地元鯛査関係者は次のとおりである。

岩崎光（県立福島高校教諭）

〔筑後市教育委員会〕

下川誠治（社会教育課長） • 田中和馬（社会教育課係長） • 原ロ一馬（社会教育課文化係）

なお、 八女高• 福島高• 黒木高クラプ生徒有志の参加があった。

前半は主に弥生終末の竪穴を中心とし、後半は土師器にか、 る竪穴を調査することを目度にして

4 月 19 日現地に着き、 既に削平されて出土している追物を検討し、 発掘調査を始めた。 2 人 1 組で
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1 班をつくり、 各班同時に調査する方式をとり、 10号、 11号、 12号、 13号、 16号、 17号、 18号、 19

号、 20号、 21号竪穴の調査を行なった。 また調査中に筑後市常用において遺跡が破壊されていると

の報告に、 小田• 藤口が現場におもむき迫跡の性質、 迫物の確認を行なった。 各竪穴の概略は次の

通りである。 削平の為にの壁がわずかに認められる程度のものもある。 10号竪穴は非常に浅く、 方

形プランの竪穴でベッド状迫構をもっている。

壷・ 痰• 断坪．鉢．婉の出土をみた。 11号竪穴は 6mX 4.2mでベッド状遺構をもつ。 12号竪穴

は小規模で日常生活跡かどうかは疑わしく、 柱穴を全然認められなかった。 16号竪穴は長方形プラ

ンである。 この 4 つの竪穴は複合しており、 先後関係によって10→ 11→ 12号→16号竪穴の順序でつ

• <られている。 19号、 20号、 21号竪穴も複合しているが、 削平されている為に壁面が明確でなく、

迫構としてははっきりしない部分もある。 21号竪穴のピットの中から坪部のみであるが、 大形の高

（
、

杯が出土した。

24日に前半組は調査を終り、 翌朝解散した。 そして佐田が後半組との調査引き継ぎの為に残り、

後半組との調査を引き継いだ。

後半は 4 月25 日に現場に集合し、 佐田より前半からの引き継ぎを受け、 2 人 1 組の班編成を行ない

それぞれの調査分担を決め、 既に発掘された迫物を検討して、 発掘を開始した。 後半に調査した竪

穴は 1 号、 2 号、 3 号、 4 号、 5 号、 9 号である。 後半の前半は福岡県教委の柳田康雄氏の応援も

受けた。

各竪穴の概略は、 次のとおりである。

1号は長方形プランの竪穴で床面は授乱がひどく土器の残存状態も悪かったが、 北西隅の方形ピッ

トより、 完形に近い土器が出土し、 これが最古式の土師器に属し、 後半の所期の目的であった最古

式上師器調査の目的を果したといえる。

2 号は長方形プランの竪穴に L 字状のベッド状迫構をもち、 既に大半を発掘してあったが、竪穴、土

器の残存状態は最も良好であった。 弥生終末期のものである。

3号は削平の為に 竪穴の壁がわずかに認められる程度であったが、 土器も破片ではあるが残存し

時期を判俎しえた。

4号、 5号は住居跡とは言い難＜、 深く掘り込んだという状態である。 奈良時代の須恵器を出土し

た。 9 号は 5 号によって切られており、 全体はわからないが、 沓形器台を出土し弥生終末期の竪穴

であること が判明した。

後半の調査は 4月 30日に終了し、 同日の夜解散し、 筑後市上北島狐塚竪穴群の現地調査は終った。

（小田富士雄、 佐田茂、 橋口達也）

1号

2号

3号

発掘竪穴調査分担者一覧

貞方敏

橋口達也• 久保山教善• 木村幾多郎

真野和夫· 興小田寛
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4 · 5 · 9号 黒野旅• 光枝房敏

10号 高倉洋彰 ・岩崎二郎

11· 12号 佐田茂• 徳永博行 · 沢皇臣

13·16·17·18号 松本肇• 森田勉

19·20·21号 西健一郎• 藤口健二

2. 遺跡の位置と環境（第 1図）

筑後市は筑後平野のほ ゞ 中央を占めて東西 6 粁、 南北 8 粁にわたる市域をもっている。 只は八女

郡及び八女市、 北及び西は三瀦郡、 南は東西に貫流する矢部川をはさんで山門郡に接している。 地

勢は市域の中央部を南北に貫通する国鉄鹿児島本線によってほゞ東西に二分される。 束半部は八女

郡及び八女市域から連続する山塊性丘陵の裾部地域にあたる。 西半部はその西方につゞく三猪郡、

大川市、 柳川市域に展開する筑後川と矢部川によって形成された大デルタ地帯に隣接して低湿地に

漸移する地勢を示している。

西方につ ゞ ＜デルタ地帯には無数のクリ ー クが網の目のように錯走して南筑特有の鋲観をつくりだ

しているが、 筑後市西半部はまだそこまでには至っていない。 いわば筑後市は山地から低湿地に漸

移する境域に位笠している。

以 上の地勢のなかでも狐塚遺跡は筑後市のほ ゞ 中央部にあって、 地勢を東西に分つ接触地点に立

地している。 追跡は行政区分 上は上北畠に屈するが、 地形上は東方の野町部落がのっている海抜 12

mばかりの低台地が西にはり出した縁辺部にあたる。 周囲に展開する水田との高低差はlmにも達

しない。 追跡の北方 400mばかりのところに東西に流れる花宗川があり、 南方の矢部川と共にこの

付近 一帯は氾濫原となり自然堤防地形を各所に形成したのであろう。 現在この地域をお 、 っている

阿麻山系の黒色火山灰系ロ ー ムはその後に堆栢したものといわれている。 筑後市域における弥生時

代の迫跡は多くこのようにして形成された低位段丘上に位置している。

地勢 上からもこの地域に居住した弥生人達は、 稲作混耕に生産活動の主体を依存していたことは

疑いないところであり、 周囲に広がる水田地帯が農耕地であったことも容易に推察できる。 遺跡付

近に展開する可耕地の土壌は和泉壌土、 若菜譲土、 羽犬塚埴壌土と称される壌土、 埴壌土であって
Ill

牒耕地として最適の条件を備えている。 この周辺いたるところに弥生土器が包含されていて股村集

落が各所に形成されていたと思われるが、 上述のような地勢、 上壌からみて自然条件に依存するこ

との多い古代牒耕生活には最適地であったであろう。 （小田富士雄）

註I 1 I 九州混業試験場 「 花宗Ill流域土壌調査中間報告」 1955
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第 II 章 各竪穴の調査

1 . 竪穴の分布（図版第一、第 2 図）

今回発掘調査を行った地域は低位段丘の北西端にあたる東西 27m 、 南北30m の範囲である。 偶々・

水田化のために地下げを行った範囲に限ったのであったが、 竪穴の分布はさらに東方に、 南方に広

がっているとみられる。

/

／r
 

ー

ロ

ー

ロ

／

ー
[

[

゜

第2図 狐塚遺跡竪穴群分布図
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!! 

発掘調査区域で確認され た 竪穴は22個 である。 北東 部寄 り に や > 径： 集 する傾 向があ り 、 重複する

状態がみられ た 。 し た がってこのあ た り では先後関係の確認にかな り の時 問 を 要し、 訓査 日 程の期

間 に完掘でき た のは、 第 1 · 2 · 3 · 4 · 5 · 9 · 10 · 1 1 · 1 2 · 13 · 1 6 · 1 7 · 18 · 19 · 20 · 2 1号の

計 16個の竪穴である。 第 6 · 7 · 8 · 14 · 15 · 22 号の計 6個の竪穴については若干の土器片資 料に

よって時期を推 定 できる程度にと ゞ め た ものもあるが、 未調 査のま 、 に残され た 。 調査にあ た って

は北 九州地方で空 臼 になっている弥生終末期から土師期初頭の究明 を 意図してい た ので、 その方針

に そ っ て竪穴を選択し、 竪穴個々 について詳細な検討を行 う調査方法をとっ た 。 それはあえて限ら

れ た 時 間 内 で竪穴全 部を発掘するという過 重な鯛査方法をとることによって起る調査精 度 の低下を

さける た めである
＇.
。 し た が っ て土器形成 が全く同 じも のはできるだけさけて、 異っ た 時期のものを

選 ぴ、 ま た 時 間 的に明 瞭な先後関係の指 摘できる重複した 竪穴を選 ぶことにもなっ た のである。

（小田富士雄）（
 

2. 第 1 号 竪 穴（図 版 第 二、 第 3 · 4 図）
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出 土 遺 物 （ 第 5 - 7 図 ）

竪穴 に 伴 う 遺物 と し て は 柑 、 婉 、 甕 、 高 坪 、 鉢 、 手 ず く ね 土器 、 器 台 等 の 土 器 及 び鉄 製 鋤 先 等 、

が あ る 。

瑶形 土 器 ( 1 ) は 小 形 丸底 で 、 胴 部 中 央 に わ ず か な 稜 を も ち 、 同 か ら 口 縁部 に か け て ゆ る や か に

内 碍 し 、 口 唇 部 は 無理 な く 外反 し て い る 。 全 体 に薄手 で胎土 は 精 製 さ れ 焼成 も 良 い 。

手 ず く ね 土 器 ( 2 · 3 ) 、 2 は 盃様 の も の で 内 面 の 指 な で が顕著 で あ る 。 3 は 壷 の 底 部 と 思 わ れ

底 部 外 面 に 指圧痕 、 内 面 に 窟 削 り がみ ら れ る 。

婉 ( 4 ) は 外面 に 叩 き と 底 部 に か け て 箆 削 り が あ り 、 内 面 は 刷 毛仕 上 げ で そ の 上 を 箆 掻 し 、 底 部

は 蜘蛛巣状 の 櫛 整形 が み ら れ る 。

鉢形 土 器 ( 5 · 6 · 7 ) 6 は 完 形 で 胴 部 中 央 よ り や や 高 く か す か な 稜 を も ち 、 口 唇 部 に わ ず か な

ふ く ら み を も つ 。 外 面 は 横撫 で と 底 に 近 く 縦撫で がみ ら れ る 。 内 面 は 口 縁 部 に 近 く 横 撫 で 、 そ の 下

は 二種 の 刷 毛 で整形 さ れ て い る 。 7 は 口 縁部 に 近 く 内 反 し 、 内 面 は 刷 毛整 形 で 6 と 共 に 外面 に 櫛 目

が み ら れ る 。

高 杯 ( 9 - 13) 9 は 胎 土 、 焼成 と も に 極 め て よ く 、 口 唇部 か ら 脚 と の 接 合部 迄 わ ず か に 内 椅 し つ

つ 一 気 に 成形 し て い る 。 全 面 に 撫 がみ ら れ 、 土 師 器 的 特徴 を 示 す 。 10 · 11 と も に 胎 土 、 焼 成 が 不 良

で 、 11 は や や 浅 い 坪部 を も つ 。 1 2 は 大形 の 高 杯で 、 外 面 黒 色 を 呈 す る 。 口 縁 部 の 直下 に 段 を も ち 、

脚 部 へ は ゆ る や か に 外碍 し つ つ 続 く も の と 考 え ら れ る 。 13は 大形 深 手 の も の で 、 台付鉢 に 近 い 。 胎

土 は 精製 さ れ 、 焼 き も 良 い 。

喪形 土 器 ( 14- 20) 14は 小 形 の 喪 で 、 口 縁部 は ゆ る や か に 外反 す る 。 外 面 は 刷 毛 、 内 面 は 櫛 で整

形 し て い る 。 15 は 口 縁 部 が く の 字形 に 屈 折 し 頸 の 部分 に 断 面 半 円 形 の 沈線 が あ る 。 口 唇部 は や 、 薄

く な り 、 内 面 に 蒲鉾形 の 突線 が あ る 。 16 - 20は い づ れ も 「 く 」 字形 の 口 縁 を も つ も の で 、 16の 内 面

に は 叩 き が あ る 。 1 8 は 口 唇部 に 刻 目 を も ち 外 面 頸 部 に か け て 櫛 目 がみ ら れ る 。 所謂 西 新 式 と 考 え ら

れ る 。 19は 口 縁 部 、 胴 部 と も に 直線 的 で 、 内 外 全 面 に 刷 毛 目 が あ る 。 20は 頸部 か ら 丸 み を 帯 び た 胴

を も ち 、 乎 底 に 到 る 。 口 縁部 は 内 外面 共 に 横 撫 で 整 形 で 、 頸部 か ら 5 - 6 cm の 間 、 叩 き の 上 を 刷 毛
( 

で 整 形 し て い る 。 以下 は 内 外面 と も に 刷 毛1士 上 げ 及 び底 に 近 く 撫 で仕 上 げ が み ら れ る 。 底 部 内 面 は

蜘蛛巣 状 の 櫛 成 形 が み ら れ る 。

器 台 ( 8 ) は 胎土 、 焼 成 良 好 の 座 手 の も の で 、 下 半 部 を 欠 く が、 も と 22- 23cm程 度 の 話 さ が あ っ

た と 思 わ れ る 。 上 面 は 櫛様 の も の でつ け ら れ た 刻 目 を も ち 、 外 表 面 は 刷 毛 で 整形 さ れ 、 内 面 は 櫛 で

整 形 さ れ て い る 。

鉄製鋤 先 （ 第 7 図 ） は 鉄 の 板 金 の 両 端 を 折返 す タ イ プの も の で 、 現存 長 5 . 1cm 、 巾 10. 9cm を 測 る 。

刃 先 は 使 用 当 時 に 破損 し た も の ら し く 、 一部 分 刃 が折 れ 曲 っ て 残 っ て い る 。

こ れ ら の 出 土迫物 中 、 1 · 6 · 20及 ぴ鉄製鋤 先 は 南 西部 方 形 ピッ ト 内 の 一括 出 土物 で あ る 。

と こ ろ で こ の 竪穴 の 時 期 で あ る が、 小形 丸底 琳や 高 坪 、 そ の 他 土 器 成 形 上 の 技術 面 か ら 土 師 器 的

要 素 が強 く 、 し か し 一 方 で西 新 式 等弥 生 最 終末 の 土 器 も 若千 含 ま れ て い る こ と か ら 、 土師器 の 製作

が始 め ら れ て 間 も な い 頃 の も の で あ っ た と 考 え る の が妥 当 だ ろ う 。 （ 貞 方
・

敏 ）
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第 7 図 第 1 号竪穴 鉄製 鋤先実測図

3 .  第 2 号 竪 穴 （ 図 版 第 三 、 四 、 第 8 · 9 阪I )

本 竪穴 は 、 主 軸 を N -4 1 ° - E に と り 、 南 北 に 長 く 長 辺 5 . S m ,  短辺 3 . 4 m の 長 方 形 プ ラ ン を な す 。

竪穴 内 北 側 に 、 巾 1 rn で 床 而 よ り 20 cm高 い L 字 状 の ベ ッ ト 状遺構 が あ る 。 壁 の 現存 は 20 - 30 C 

で 、 ベ ッ ト 部 分 の 壁 は 1 0 cm前 後 で あ る 。 灯 跡 は 、 竪穴 中 央 に あ り 、 一 辺 50cmの 隅 丸 方 形 で浅 い 皿；1

の 凹 を な し 、 北 • 西 側 二 辺 に は 、 カ ギ 形 に 粘 土 を 6 cm 程 盛 り 上 げ壁 を 造 っ て い る 。 焼 土 は 少 く 、 ［

面 中 央 部 が焼 け て い る 。 ピ ッ ト は 、 竪 穴 内 外 に 大 小 1 0個 検 出 さ れ た が、 明 ら か に 竪穴 に 附属 す る （

思 わ れ る も の は 、 主 軸 線 上 に 並 ぶ � - PJで あ る 。 柱穴 の 深 さ は 、 P1 ( - 1 7 cm )  · P2 ( - 24 cm) · l  

( - 1 9 cm) で あ る 。 P, · P2 が棟持 柱 で 、 R は Rの 方 向 へ 傾 い て い る こ と か ら 、 P2 の 副 柱 と 考 え ら 1

る 。 東壁 中 央 に そ っ て 、 長 さ 1 m ・ 巾 50 cm · 深 さ 1 5 cm の 長 方 形 の ピ ッ ト が あ り 、 貯蔵穴 と 考 え る こ 、

が で き る 。

本跡 も 他 の 竪穴 と 同 様 に 、 上 而 を 削 平 さ れ て い る 。 部 分 的 に 後 世 の 掘 り 込 み が認 め ら れ る が 、 ！

穴 全 体 を 類 う に は 支障 が な い 。 竪穴内 に は 、 多 く の 土 賠 が認 め ら れ た が 、 ほ ぼ南 半 分 は 、 発掘 時 I

は 岩 崎 氏 に よ っ て す で に 迫 物 は 取 り 上 げ ら れ て い た 。 床 面 上 に は 多 く の 木 炭 ・ 焼 土 ・ 灰 が存 在 し ．

竪穴 コ ー ナ ー 付 近 床 面 に は 、 禾 本 科 系 の 植 物 と 思 わ れ る 炭 化 物 が検 出 さ れ た 。 竪穴北 半 土 器群 に ；

っ て 土 製 支脚 が出 土 し て い る 。 （ 木 村 幾 多 郎 ）
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第 2号竪穴土器 出 土状態

物 （ 第 10 -15 図）遺土

器

出

土

8 )  

第 1 0図 ー 1 は 外 反 す る、 厚 い器壁 の 口 縁部を有 し 、 肩 部以下は 口 縁部に比べて器壁 は う す い。 内 外

と も に櫛で調 整 し ている が、 外 面の榔目が内 面の も の よ り細い。 口縁直下の部分 は 、 外 面 は 指で お

その あ と横になでて櫛目を消 す。 内 面 も 横になでて櫛目を消 し ている。 • 口縁と肩 部の接合部

この部分 は 櫛目はない。 色 調 は 黄褐 色を呈 し 、 胎土には 砂粒を含直下の内 面 は 指で お さえて おり、

む が、 焼成 は堅緻で あ る。

器嵩 （ 復 原値） 42 cmを計る口縁径22.4cm、その 全 形を復 原で き る。第 1 0図 ー 2 は 、 胴部を欠く が、

口唇 部 は 上下と も

にひ き の ばされ ている。 口 唇部には ヘラ9 でななめに刻目 が施されている。 肩 部に は 断面 三 角 形の凸帯

を 貼付 け 、 凸 帯下に 先端を尖 ら し た竹 管で刺突 し た と思 われる刻目 が施されている。 器壁 は 胴 部 へ

1
1 1 

゜
第 9 図

7 , 5 , 4 , 3 .  2 , 第11 図 ー 1 ,8 ' 7 ' 5 , 3 ' 2 , 壷 （ 第10図 ー 1 '

（
 さえ、

器壁の分厚くなる、 外 反 す る口縁部を も ち 、大形の壷で あ る。 上になるにつれ 、

又 底 部に近 づくにつれ し だいに分厚くな っ ていく。 底 部 は 平底を呈 し ているC下るにつれ薄くなり、

外 面の調 整 は 口 縁から肩 にか け て ほ ぼ縦 方 向に櫛目 が施され、 櫛目方向と同じ方 向にへらで沈線を

凸 帯下は や や こまかい刷 毛で調 整され

で調 整され、 胴下部 は 指で整形され底 部 近くの刷 毛 は 胴 上部にくらべて粗 い。 内 而 は 横 方 向の 櫛

- 1 4 -
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とく に 底 部は指で強くおさえてあ り 、 深くえ ぐられたよ う に な っ て い る。 色 鯛は茶 褐色を呈 し 、 ロ

縁部内 外、 肩 部以下の 外 面 に は丹塗 り の 痕跡が認められる。 し か し 、 胎土 に 極細粒の 砂を極 端 に 多

くふくみ、 焼成も軟弱で、 表面はさ わ ると欠 落するぐら い である。

第 1 0図 ー 3 は、 底 部を若干 欠失 するが完形品 である。 口縁径14 . 8 cm、 器高（復 原値 ） 21 .  2 cmである。

口縁は短かくや や 外 反 し 、 口唇部は内 外とも に ひきの ば し て い る。 調 整は内 外とも に 太目の 櫛を用

い てい る。 外面は口縁直下はよこ に なでて櫛目を消 し て い る。 口縁から肩 に か け てはほ ぼ縦方向 に

施 し 、 胴 上部は横方向 に 施 し 、 胴下部は右下 り に 斜行する。 内面は口 縁直下は横 に なでて横 方 向の

櫛 目が消 されている。 口縁部と屑 部の 接合部分は指でおさえて い る。 底 部近くは粘 土をは り つ け 、

ななめ に なで、 底 部は指で調 整 し た痕がの こる。 底 部は丸底 になると思 われる。 色調は黄 褐色を呈

する。 胎土は極 少 凪の 砂粒をふく む が良 質の もの であ り 、 焼成は堅緻である。

第 1 0 図 ー 5 は、下半部を欠いて い るが、 口 縁径 は21 cmで、大形の 壷である。 口頸部は外 反 し 、 口 唇 部

は櫛でぎ っ し り と刻目が施され、 擬 似縄 文的惑じを与える。 外面の調整は口縁から肩部 に か け て、

斜 行 する櫛目の あと に 、 縦 に 櫛 目を施す 。 この 縦 の 櫛 目 は鋸 歯 文 状を呈する。 口頸部下端は よ こ

に なでてこれらの 櫛 目 が消される。 胴 上半部は叩き の あと、櫛で調 整するが、叩目が残 っ て い る。

胴 下半 部（胴最大径 部36 . 8 cmあた り よ り 下 部） はたて に へらで削 っ て整 え て い る。 内 面は肩 の 接合

部 に 粘 土を貼 り つ け たあとがよくの こるが、 この 部分 に はや や斜行する櫛 目が施されてお り 、 それ

よ り 下部はへらで荒 っ ぽく削 り ながらも、 方向 を そ ろ えて い るの で整 つて い る。 色調は黄 褐色を呈

し 、 砂粒をほと ん ど ふくまない良 質の 胎土を用 い 、 焼成は堅緻である。

第 1 0図 ー 7 は底 部をの ぞき殆 ん ど その 全 形を復 原できる。 口 縁径19. 8 cm、 器高（復 原値 ） 29 cmであ

る。 招壁は全体 に 原 い。 外反 する 口 頸 部 は櫛で調整 し 、 その 下端は横 に なでて櫛 目 を消 し て い る。

肩 部 に はや やあら い 刷 毛で調整 し た上 に 不 整形な櫛 目波状 文を施 し 、 これと同様の 施 文 具で縦方 向

に ゆ るやか に 波状を描くかの よ う に 櫛 目が施された部分もある。 胴中央部は櫛でほ ぼ縦 方 向 に 調 整

され、 底 部 ち かくはや や ほ そい刷 毛で縦方 向 に 調 整 し て い る。 内部は、 櫛で調整 し た ぁ とをなでて

消 し て い る が部分的 に 櫛 目 がの こ っ て い る。 色調は赤 みを帯 びた黄褐 色を呈 し 、 胎土 に は砂粒をふ

く む が、 焼成 は良好である。

第 1 0図 ー 8 は完形 に 復 原でき、 Cl 縁径13 . 6 cm、 賠 高29. 3 cm、 胴部最大径23 . 6 cmを数 える。 口 縁は わ

ずか に 外 反 し 、 胴部上半は岱壁は厚く、 下半は う す い 。 この 厚 薄の境 が接合部 分ともな っ て い る。

外 面の 鯛 整はこの 接合部 附近を境 に し て上部は縦方 向の 櫛 目 が施され、 下 部はへらで削 っ て調 整 し

て い る。 内 而は l― ― l 頸部はほ ぼ糀 方 向 に 櫛で調 整が施 さ れ 、 眉 部から接合部 附近まで、 へ ら で削 っ た

あと 斜 め に なでてお り 、 接 合 部 以下はや やあ ら い 縦方 向の 刷 毛で調 整さ れ 、 底 部近くはなでて、
調

整 し て い る。 色 調は黄褐 色を呈 し 、 胎.:上 は砂粒をふ くまな い 良 質 の ものを使 用 し てお り 焼 成 は堅 緻

である。

第 I I 図 ー 1 は 1 1 縁径10 . 6 cm、 柑訟i 9 . 9 cmの 不 整形な手 捏 ねの 小壷である。 「 1 縁はほ ぼ直 行 し 、 少 し

＜ ぴれて胴 部 へ つづき、 丸底を呈 する。 外 面 の 調 整は口 縁部は横 になで、 , ., 縁部下端よ り 底 部まで

はへらで削 っ て い る。 内 而 1 1 縁·部 分はあ ら い 刷 毛で調 整 し 、 そ れ よ り 下部 は 斜 め 方 向 に な で て 整形

- 15 -
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して い る。 色調 は 茶褐 色を呈する。 胎土には 多 鼠の砂粒をふくむが、 焼 成 は堅 緻である。

第 1 1 図 ー 2 は 、 口頸部 は 外 反 し、 口唇 部 は大きくひきのばされる。 調 整 は 内 外ともに櫛で施され、

外 面 は 縦方 向に櫛目が は し っ て い る。 口縁部に細 い 線が横に一 粂引かれて い る。 内 面 は 横 方 向に調

整されて い るが、 口 縁部に乱れ た 波状 文を思 わ さるよ う なところ もある。 胴 部 以下は 非常に太 目の

櫛が使 用 されて い る。 色 調 は 茶 褐色を呈し、 砂粒を ほとんどふくまな い 良質の胎土を使 用 しており

焼成 は堅くて 良好である。

第 1 1 図 ー 3 は、 外 反 する 口 縁端にへら 施 文 の 刻目をも っ て い る。 器壁 は 肩 部から 胴にか け て分厚く

な っ て い る。 外 面 は 口 縁から 肩 部にか け てよこになで、 そ の下 は や や 細 い 斜 行 する刷 毛目が施され

て い る。 内 部 は肩 部 を指で ぉさえた あと、 口 縁部 から 肩 部に か け て 横 になでて調 整されて い るが、

（、 そ れより以 下は へら 削りと思 わ れるが闘 整 は 悪くでこぼこ し て い る。 色 調 は赤褐 色を呈する。 胎土

には 多 紐の砂粒を含 む が焼 成 は 悪くな い 。

第 1 1 図 ー 4 は 肩 部に貼付の刻目凸 帯を 有 する壷であるが、 口 縁部を欠く、 凸 帯の上下 は 横 に な で

て櫛目が消 さ れて い る。 凸 帯下には縦方 向に短い 線がへら で不 均 等な間 隔をも っ て施されて い る。

内 面 は太目の櫛で横 方 向に調 整されて い る。 黄褐 色を呈する土器で砂粒を 多 量に含 む が焼 成 は堅緻

である。

第 1 1 図 ー 5 は 口 縁部、 底 部を欠き 全体の器形は わ から な い が、 台付の壷になる可 能性が強 い 。 口縁

と肩 の 接合部直下の肩 部に横 方 向 9 本 の 櫛 描 沈線、 そ の 下に 6 本の櫛目波 状 文 が施されて い る。 胴

下部はへら で研磨して い る。 内 面 は肩 部 は横になで、 そ の下はほ ぼ横方 向に櫛で調 整して い る。 色

調 は 黄褐 色を呈 し 、 胎土も良く、 焼 成 も良好である。

第 1 1 図 ー 7 , 8 はともに壺 の 底 部と 考 えら れる。 7 は底 部は若干平底 状 の 感 じ を残すがほ ぼ丸底と

い える。 内 外ともに丹塗 り の痕 跡がある。 外はへら で け ずり、 内 面 は 太目の櫛で調 整されて い る。

色調は黄色を呈し、 胎土には砂粒 を ふくみ、 焼成はあまりよくな い 。

8 は 平底を呈し、 内 に丹 塗 り の痕跡が認めら れる。 外 面 はや や 粗 い 刷 毛が底 にまで 全 面にほどこさ

(9
 

れて い る。 内 面 は へら で削 っ た あとに太 目の櫛で調整してい る。 色 闘 は 赤 黄色を呈する。 胎 土 は砂

粒をほと ん ど ふくまな い 良質のも の で、 焼成 は 良好である。

甕 （ 第10図 ー 4 , 6 、 第 11図 ー 6 )

第 1 0図 ー 4 は ほ ぼ完形に復 原できる。 口 縁径 1 7 . 6 cm、 器高（復 原値） 32 cm を 計り、 胴の張り は ほと

ん どなく 全体に細長 い 器形をして い る。 口 唇部下端は わ ずかにひきのばされて おり、 口 縁部から 肩

部にか け ては 櫛で調 整され、 そ の下部（胴上部） は 叩 きが消 されずに そ のまま残 っ て い る。 そ れよ

り下部（胴部の 合 程 度 にあ た るが） はへら で削 っ て整形される。 内 面の調 整 は 口 縁部 は 横 方 向に櫛

目がほどこされ、 肩 部と底 部 は 指で抑 えて整形し た 痕跡がある。 胴 内 面は櫛で調 整の後になでて櫛

目を消しており、 部分的に櫛 目のあとがのこ っ てい る。 色調 は 茶褐色を呈し、 胎土に は 砂粒をふく

まな い 良質の粘 土を用 い て おり、 焼 成 は堅緻で ある。
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第 1 0図 ー 6 は 大形の甕で あ る が 、 全 体 と して 招壁が 非 常 にうすい。 外 面の 調 整は 、 口 唇部 には 横 方

向 に 、 I I 縁部 には斜 行す る 櫛目が 施さ れ る 。 肩 部より 以 下は 全 面 に 叩き目が 残されて おり 、 底部 ま

でつ づくもの と 思われる 。 内 而は 、 , - , 縁部は ほ ぼ横 方 向 に 、 肩部 以 下は 斜 行す る 櫛目が施されてい る 。

色 調は 赤 糾 色を 呈し 胎土 には 砂粒を 含 むが 焼成は 良 好で あ る 。

第 I t 図 ー 6 は 完 形,'11',で あ る 。 r · , 縁径は 1 4 . 6 cmで 、 胴最大 径は 16 . 9 cm と や や 張 る が 、 賠 高は14 . 3 cm と

低く 、 鉢 と も い え る 。 胴 上 部は 太 目 の櫛で 調 整 ↓ 、 下部は 叩き 整形の後 に へらで 削 って 調 整してい

る が 部分 的 に 叩 目が 残 る 。 内 面は へらで 削 って 調 整してい る 。 色 調は 暗い 黄 糾色を 呈し 、 胎土の粘

.- 1 : は 良 府の も のを 使 川して おり 焼 成は 良 好で あ る 。

高 坪 （ 第 12 位1 - 1 , 2 , ,3 , 8 , 9 ) 、 台付壺 （ 第12 図 ー 4 ) 、 台付鉢 （ 第12 図 ー 5 , 6 ,  7 , 10 

第 1 2図 ー 1 は ほ ぼ直 ヽ'r.す る 1 1 縁部を も つ 高 坪の坪 部で あ る 。 1 1 唇 部は へ ら で 削 って 整形さ れてい る ，

外 川 iは櫛で 調 照さ れ る が 、 1 1 縁部より 少し 下 った 部分を へ ら で 横 に 削 ってい る 。 内 而は 櫛で 調 整し

た 後 に 1囁iを へ らで 削 って 整えてい る が 、 一 部 に 櫛 目が残 る 。 色調は赤 褐色を 呈し 、 胎 士 に は 水 ：：：

し粘 I :を 川し ‘て お り 、 焼 成は 良 好で あ る 。

第 1 2 図 ー 2は 削Wfi形 に llH き 、 接 合 部で 内 外 と も に 段をつく る 高 坪の坪 部で あ る 。 1 1 唇 部 に一 条の沈

線が廻 ってい る。 外 面は 糸Illかい櫛で 調 整した後 に 椛 になでて消してい る が 、 櫛 目はよく 残 ってい る 。

内 面は I : 部 は 横 に な で て 調 整し 、 坪 下 部は 櫛をな でて消してい る 。 接合部の 段をなす 部分は 小さ

い へ ら で 削 って 整形してい る。 接 合 部は ． 卜. 下をき れ い に 組み 合してつないでい る 。

I I 認 に 丹塗りの痕跡が あ る が 令 而 に 丹が塗 ら れていたか どうかはわか ら ない。 色 間は 黄褐色を 呈し

胎 I : には 水こし粘· I :を ） I Jい 、 焼成は 良 好で あ る 。

第 1 2 図 ー 3は 、2より 大形で 、 I I 縁は ゆ る やか に 外弯し 、 I I 唇 部は 両 端 と も に 引 き の ばしてい る 。

外 1 (1 iは櫛で ,:/,\] 整し 、 接合 部は 小さい へ ら で 揺 に 削 って 整形し 、 段は あ ま り UJJ瞭 で な い 。 内 面は 段が

明 瞭で 、 / :  部は 細かい 刷 毛で 揺 に ，\/,';] 整し 、 下 部は 櫛で 調 整してい る 。 色:),';]は 荼褐 色を 呈し 、 胎 : I : に

は 細い 砂粒を ふく んでい る 。 焼成は 良 好で あ る 。

第 1 2図 ー 8 , 9 は ゆ 杯の脚 部で あ る 。

8 は 外 而は へ ら で 縦 ）j 向 に 整 形した あ と に 櫛で 調 般す る 。 I; ・ 部は 小さな へ ら で 削 って 賂えてい る 。

内 面は へ ら で 柚 に 削り 、 ド 部は 斜 め に 削 って 整 形して い る 。 杯 部 と の 接 合 部で 破拍してい る が 、 接

合のた め につ け ら れた 凹 凸 （ 柄 穴 ） が I IJ J 瞭で あ る 。 色 ，1/,';Jは赤 褐 色を 呈し 、 胎.- 1 :は 良 質の も のを ） I Jい 、

焼 成は 良 好で あ る 。

9 の 外 面は 叩 き 賂 形の あ と へ ら で 縦 に i'jlj っ て 整えてい る が 、 一 部 に 叩 目 が 残 っ てい る 。 内 r(1 iはし

ば り の あ と が残 って•い る 。 l ' J 形の 小さな 透穴が 3 ヶ 所 つ け ら れてい る 。 杯部 内 面 は 杯底 部 に み る か

ぎ り 櫛で 』,\] 整してい る 。 色 調は 淡 赤 松） 色を .' , tし 、 ）］合 I :は 約 r砂粒 を、ふく も 水こし 粘 I :を 使 ） I Jし 、 焼

成は 良 好で あ る 。
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第12図 第 2 号竪穴土器 実測図 (3)
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第 1 2 図ー 4 は脚がつく可能性が強いも の として台付壷でとりあつかう。 非常に良質 の 水こし枯 土を

用い焼成も堅緻で、 整形もてい ねいにしあげられている。 口縁はや や 外 反し、 浅い胴をもつ。 外面

は櫛で調整したのちなでて櫛目を消 す が部分的に残っている。 肩から胴にかけてはヘラで整形し、

明瞭に稜がつく、 そ の あ と櫛で闘 整 す るがなでてきれいに消して い る。 胴 下半部はヘラで削ってい

るだけである。 口縁部 内 面は指でおさえたのち上半は細い刷 毛で斜めに、 下半は櫛でほぼ横方向に

調整した のち、 中間をなでて、 刷 毛、 櫛目を消している。 肩 部は横になでて調整している。 色調は

あかるい黄 褐色を呈している。

10  

゜ 20cm 

第13図 第 2 号竪穴土器実測図 (4 )
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7 は台付鉢（婉） の脚部である。

6 は 、 脚部上端をヘラで整形 し た後に櫛で調整 し ている。 内 面 は 指でおさえて整形 し 、 下 部 は 横 方

向に櫛で調整する鉢内面には丹 塗りの痕跡がある。 色調は 黄 褐 色を呈 し 、 胎土には 砂粒をふくみ、

焼成は あまりよくない。 上 は鉢になるか、 婉になるか わ からない。

7 は 、 上 は 婉になると思 わ れる。 外面の調整 は 櫛で施される。 脚部内面は ヘラで削り、 下 部 は 太目

の梱で調整 し ている。 色調 は 婉の部分は 黄 褐色を呈するが脚 部 は 赤 褐 色を呈 する。 胎土に は 砂粒を

ふくみ、 焼成は良好である。

口 唇直 下 は 両端と

もにおさえているる 外面の 口 縁部は 横になでて調整 し 、 胴 部 は 櫛で調整する。 脚部は 櫛で調整 し た

あとに横になでて櫛目を消す。 内面の 口 縁 部 は 櫛で調整の後によ こ になでて消 し ているが榔目が部

分的に残っている。 脚 部内面は 櫛で調整を施 し ている。 脚部に は鉢部との接合部直 下より ほ ぼ脚の

口 縁部、 脚部に丹 ぬりの痕跡

が認められるが全面に塗ら れていたかど う か は 不明である。 色調 は 部分的には 黄 褐色を呈 するが、

全体と し て赤桃色を呈 し 、 良質の胎土を用いて、 焼成は良好である。

第 1 2 図 ー 5 は鉢形 土 器 であるが、 台付鉢になる可 能性が強い。 内 外ともに横なでて闘 整 し ている。

色 調 は 暗 灰 褐 色を呈 し 、 細い砂粒を多くふく む 胎土を用いている。 焼成は あまりよくない。

7 ) 6 、4、3 、、

、

2

8
 

碗（第 13図 ー 1 、

鉢（第 13図 ー 5 、 9 、 1 0 )

1 は わ ずかに 口 縁部が内 弯する半球形をなす。 外婉 は 第 13図に示すよ う に 多 様な器形が存在 する。

全面にや や 斜行する櫛目が施され、 内 面の 口 縁

直 下 は よこになでており、 ヘラで削った部分もある。 色調 は 茶 褐色を呈するが、 外面に丹 ぬりの 痕

跡 がある。 胎土 は 太い砂粒をふくみ、 焼成は 堅緻である。

2 は r 1 縁 は う すくなり直立 し 、 半球形をなす婉である。 外 面 は 櫛で調整するが、 口 縁 部と底 部 は よ

こになでて櫛 目 を消 し ている。 内 面の 口 縁 部 は 横 方 向に細かい刷 毛で調整 し 、 底部は ヘ ラで整 形 し

ている。 色調 は 赤 褐色を呈 し 、 胎土に は 細 い砂粒を混 人 し ており、 焼成は良好である。

第 1 2 図 ー 6 、

第 1 2 図 ― 1 0 は 、 ほ ぼ完形に復 原できる台付鉢である。 鉢口 縁 部 は 朝顔形に開き、

3 ヶ 所であろ う と思 わ れる。' 上半に長 方形の透穴がつ け られている。

面 は 口 縁直下をよこになでて櫛目を消 し ている が、

口 唇 部 は 稜が明瞭につく。 外 面 は 櫛で調整するが底 部 近く は ヘ

それより以 下 は な でて調 整 し ていラで削って整 形• し ている。 内 面の 口 縁部は 横方向に櫛 で調 整 し 、

る。 色調 は 赤 褐色を呈 し 、 胎土には大粒の砂粒をふくみ、 焼成は 堅緻である。

4 は 、 外面の上半部 は 横になでて調 整 し 、 下半部 は 太 目 の櫛で鯛整 し ている。 内 面も櫛で調 整する

が上の合 は横 になでて櫛目を消すが、 部分的に櫛目が残る。 色調 は 黄 褐色を呈 し 、 胎土 は 砂粒をふ

くみ、 焼成は よくない。

口 縁部を横になでてい

る。 内面は 口 縁部に横 方 向 の 櫛目が施される。 色 調 は 暗褐色を呈 し 、 胎土に は 細かい砂粒をふくみ

焼成 は良好である。

それより下 はわ ずかに外反 する う すい ［ 」 縁をもつ 。 外面の上部す は 縦方向の櫛目が施され、
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 口 縁部 が わ ずかに外に開 き、3 は 、

う すくなる口 縁部をも つ 。 外 面 は 櫛 で調整するが、わ ずかに外半 し 、6 は 、



ヘラで削って整形している。 内 面の口縁部は横方向に櫛で調整 し 、 底部は指で おさえ、 下半部はヘ

ラで削った後 に 横 になでて鯛整している。 色調は黄 褐色を呈 し 、 胎土 に は 砂粒をふく む。 焼成は

堅 緻である。

5 は便宜上鉢と し たが、 小形壷といえるものである。 i:-1 縁部は わ ず か に 外 反 し 、 胴 部は L I 縁径よ り

わずかに広がり、 丸底を呈する。 外面は 口 縁から胴上半部 に か け ては縦方向の刷毛で調 整 し た 後、

横になでているが刷 毛 目 はよく残っている。 胴 下半部は横方向 に 櫛で調 整 し て い る。 内面は肩 部を

ヘ ラ で横 に 削っているが、 あとの部分は横 に なでて調整する。 器壁は全 体 と し て非常 に うす い 。

色 調は黄 褐色を呈し、 胎土はわず か に 砂粒をふく むが良質のものを使用 し 、 焼成は良好である。

8 は外反する短 い 口 縁 部をもつ。 底は丸底 になると思 わ れ る。 外面はほ ぼ縦方向 に 櫛で調整するが

口 縁下部のく ぴ れ 部は横 に なでて櫛 目 を け し ている。 内 面 は、 L I 縁部を横方向 に 櫛で調整 し 、 胴 以

下はなでて調整 し て い る。 色調は茶糾色を呈 し 、 胎上 に は砂粒をふくみ、 焼 成 は良好である。

9 は、 完形 品で、 外 反 する短いi:- 1 縁部をもって い る。 L I 唇直下の内面は お さ え て い る。 外 面の L I 縁

部は横になでて調整 し 、 肩 から 胴上部は細い刷 毛を縦方向 に 施 し 、 胴 下半部は横方向 に 櫛で調整 し

ている。 内 面は、 口 縁部をや や 粗 い 刷 毛で斜 め に調整 し た後 に 横 に なでているが刷 毛 目 は よく残 っ

ている。 肩 部以下は刷 毛で調整後になでて刷 毛 目 を消 し ている。 色調は黄 褐色を呈 し 、 胎．上 に は砂

粒をふくみ胎土は良好であ る 。

1 0は外反する 口 縁部 を もつ。 外面は櫛で調整するが 胴 下半部は横 に なでて櫛 目 を消 し て い るc

内 面は口縁部は横 に なで 、 肩 部 以 下 は 斜め に なで て い る。 色調 は 暗 褐色 を 屋 し 、 胎 上 、 クを 成とも に

良 好である。

支 脚 （ 第14図 ー 1 、 2 )

1 は 前面が高く ( 9 . 3cll] )、 後面が低く ( 8 cm 程 度 ） 、中が凹 む が、 全 体と し ては ほ ぼ ヽ'r.. プj 体を呈する。

後面には大 き く指 で えぐ り とった 二つの穴をつく り 、 つまみと し て い る。 黄 褐色 を 呈 し 、 胎 上 に は

砂粒をふくまない。 性質上火をつね に う け ているので も ろくな っ て い る。 調整は全 面 に 指で 行 わ れ

て いるが、 全 面 に わ ら 状の痕跡がの こ っている。 こ の種 の 支脚 は完形 品は こ れ だ け であるが、 あと

2 個 体分ある。

2 は前 面 下部を大 き く 欠 失 し 、 又 下 部は表 面の欠落が多 い が、 一応完形 品である。 底 部 は 一辺 17cm

程 度 の 正 方形をな し 、 上 に なる に し たがい 細くな り 、 鳥帽チ形 に 傾斜する。 沿 品は25 . �cmで あ る。

断面は整 っ て い な い がほ ぼ正 方 形を呈する。 底 部 は 上げ底で、 指で粗く整形 し てお り 、 又 底 部 に は

一 面 に わ ら状の も のの圧痕 がある。 下 部は特 に 火をう け て い るよ う で 欠 損がはなは だ し く、 こ の種

の支脚は こ の他 に 4個 体 分 、 存 在 す る が 、 すべて ド 部を大 き く破 担 する か 、 上 半 部 だ け 残存 し て い

る。 後面 に は大 き く指で え ぐ り と っ た 穴 が 2 つ あ り 、 つ まみ を つ く っ て い る。 色 調は黄色を呈 し て

い るが 、 下 部 ば 焼 け て赤 荼 け て い る。 他の も の も 黄 色 を 呈 す る も の があ り 、 又赤 褐色を呈 し て い る

も の も ある。

以 上 2 号 竪 穴 出 上の I : 沿 の 説 明を加 え て き た が 、 第 10図 ー 7 、 第1 1 図 ー 5 の櫛 H 波状文を も つ壷形
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土 器、 又、 大分県安 国 寺 追跡に類例が出 土している第 12図ー 1 の高杯な ど に示されるよ う に、 東九

州 系統の土 器の影響を強く受けているものが、 こ の 竪 穴 跡 に は 存 在 す る 。

時期は全体として弥生終末期を示すが、 なかに第 10図 ー 3 、 第 11図 ー 6 、 第 12図 ー 1 · 4 、 第 13図

- 5 などのよ う に土師器的様 相を 多分 に もつ土 器も出現しつつある時期とい え る。 （橋口達也）

鉄 器 （第 15図ー 1 )

竪穴内 貯蔵穴の西南部に近接して検出されたものである。 鉄鏃の茎部残欠で残存部の長さは 7 cm 

である。 巾7 11m ・ 厚 さ 3 mmの断面長方形の茎 部が、 先端で断面円 形にな り すぼまっている。

石 器 （第 15図 ー 2 )

安山 岩 製 で、 ほ ぼ一 辺 8 cm の 三角 形 の 平 面 を 2 面 も ち 、 片 方 の 面上 に は 金屈 で つ け た と 思 わ れ る

数条 の 溝 が あ る 。 砥石 と し て の 用 途 も 考 え ら れ る 。 （木村幾 多郎）

10cm 

第15図 第 2 号竪穴鉄器 ( 1 ) 、 石器 ( 2 ) 実測図

4 .  第 3 号 竪穴（図 版 第五、 第 16図 ）

竪穴 は 長辺 約 5 . 1 m の長方形プラ ン を呈 し、 主軸の方向 は N - 34 ° - E である。 表面の削 平度が

ひ どいために迫物の残存状態は 極めて悪い。 壁はほ ぼ完好な状態で残 っ てい る が西側では、 後 世 プ

ド ゥ 園 と な っ た 際 に 作 ら れ た とみ ら れ る 約 1 m 平 方、 深さ約 0. 5 mの穴がニ ケ 所壁を切 っ て掘 ら れ

ていた 。 その穴の底 部か ら も 土器片 は認め ら れているが後の流れ込みであろ う 。 竪 穴 内 部には ベ ッ

ド状の遺構は認め ら れ ず、 柱穴とみ ら れ る ピ ッ ト も北側 中 央部の も の 1 個を除いては確認されてい

ない。 また 数 ケ 所に炭火物の散布がみ ら れ る が炉跡 と 思われ る 焼 け た 部分は確かめ ら れてい な い。

竪穴の北側と南側で一 部後 世の溝 に よ っ て切 ら れてい る 。
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出 土 遺 物

第 3 号竪穴 に と も な う 土器 群 に は 鉢 • 高 坪 • 壷 ・ 甕 な ど が 出 土 し て い る 。

鉢形 土器 に は 口 縁部 が外反 す る も の ( 1 · 3 · 4 · 5 ) と 外反 し な い も の ( 2 · 8 ) が あ る 。 色

調 は 黄 褐色 な い し 赤 褐色 を 呈 し て い る が、 ( 1 ) の み細 粒 を 含 ま な い 精良 な 胎 土 を 使用 し て い る 点で異

な っ て い る 。 手 法 的 に は ほ と ん ど の場合横方 向 ま た は縦 方 向 の 刷 毛 目 が認 め ら れ 、 な か に は 体部 を

ヘ ラ 削 り し た も の ( 4 · 8 ) も あ る 。

高坪形 土器 ( 6 · 7 ) は 脚 部 は 3 個 体分 の 出 土 が あ っ た が坪部 は 1 点 の み で あ る 。 坪部 • 脚 部 と

も に 入 念 な 縦 方 向 の細 い ヘ ラ 削 り が施 さ れ て お り 、 と く に 脚 部 で は ほ と ん ど平滑 に 仕上 げ ら れ て い

る 。 脚 部 内 面 の 屈 曲 部 に は わ ず か に 悛 が認 め ら れ裾部内 面 に は若干斜方 向 の 刷 毛 目 が観察 さ れ る 。

色 調 は 淡黄 色 を 呈 し 精選 さ れ た 粘 土 を 使 用 し て い る 。

1 3 

゜ 5
 

1 0  1 5  20cm 

第 1 8 図 第 3 号竪穴土器 実測図(2)
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壷形 土器は直 立 ぎみ の 口縁 部 を もつ 小形のもの ( 11 ) と、 口 縁 部 を 欠 失 し てい る が厚 手 大形のも

の ( 12 ) と があ る 。 大形のものには胴 部と 口縁部との境に突帯 を もうけこれに斜の刻目 を 入れてい

る 。 ど ち ら の場合も叩きの上 を 刷 毛で調整 し てい る 。 ( 12 ) では さ ら に その上 を 撫でによ っ て仕上

げてい る 。

甕形 土器は、 ほとん どの場合 「 く 」 字形に屈 曲 す る 口縁 を そ な え ており小形のもの ( 9 · 10 ) と

大形のもの ( 13- 1 6 ) があ る 。 ( 10· 16 ) にみられ る ように 口 唇に刻目 を 有す る ものもあ る が数は

多 く な い。 形の上 か ら は、 ( 1 4 ) では胴 部最大 径 が 高 く 位置 し ており、 また 口縁部の形態では ( 4 )

のようにや や 内 弯ぎ み で上端 が丸 く つ く ら れて い る もの な ど若干の差異 がみ ら れ る 。 口縁 部・ 体部

ともにほとん どの場合叩 き が認められ その上 を 刷毛あ る いは 櫛 ( 1 4 · 16 ) によ っ て調整 さ れてい る 。

暗黄褐色 を 呈す る もの が多 く 、 すべて胎土に砂粒 を 含 む。

底部は 安 定の非常に悪いもの ( 1 9 ) もあ る が、 すべて平底の系 列に入れ ら れ る べきものであ る 。

叩 きによ る 成形のあとは胴 上 部ほど 、 入 念 な 調整はほどこ さ れてい な い が、 内 面には撫でが顕著で

あ る 。

以上 か ら み て、 第 3号竪穴の年 代 を 考察す る な ら ば、 鉢形 土器 • 高坪形土器・ 甕形 土器 の形態に

おいて 第 2 号竪穴出 土 土器 群と非常に近い関係にあ る こと が推 測 さ れ る が、 その土器 群に 含まれ る

組 み 合せ か ら みて、 第 3 号竪穴では長 く 発達 し た 口 頸 部 を もつ 鉢形 土器、 および丸底 を 呈す る 壷 を

有 し な い点 から み て 第 2 号竪穴よりは古い様相 を 示 し てい る と思われ る 。 ど ち ら の竪穴からも古式

土師器の標式と さ れ る 小形の土器 群の存 在は知 ら れて おらず、 し た が っ て弥生時代最終末に位囲す

る とみられ る 。 （真野和夫 ）

5. 第 4 · 5 · 9 号竪穴

( A ) 4 号 竪 穴（図 版 第五、 第 1 9図 ）

（
｀ ， 

竪穴、 北壁で長 さ 3 m 、 竪穴の南は 5 号竪穴と重複す る ため南北の長さ 不 明であ る が方形 プラン

を 呈す る ようであ る 。 地山よりの深 さ は30cm、 壁面や 床面は小 さ な 凹 凸 が多数あり住 居 跡とは認め

がたい。 住 居以外の 目 的のために作 っ たものと思われ る 。 竪穴内 部や その周 辺 に 柱穴はみ ら れ な か

っ た。

出 土 遺 物（第20図 ）

こ の竪穴につ く 迫物と し ては須恵器と土師器 があ る 。 須恵器坪 (12)は 口 縁部の小破片であ る が複 原

径 1 1 . 6cmで焼成の堅緻 な ものであ る 。 土師器には坪 ( 1 - 3 ) と甕(4 )と があ る 。 坪 は 直径約 12cm 、 高

さ 約 3 cmで器 壁は磨研 さ れ焼成良好 な ものであ る 。 甕は 口縁 部の破片で直径 1 5 . 4cm、 外部に煤 が 附

着 し てい る 。

その外に混入 し たもの に弥生式終末期の土器 があ る 。 (15)は広 口 壷の胴 部であり、 (16)は器台であ る 。

表面は刷 毛目仕上げの上に叩 き目が見 ら れ、 内 面及 び底面は 櫛目仕上げであ る 。

- 28 -



( B ) 5 号 竪 穴（図 版 第五、 第 1 9図 ）

9 号竪穴の大部分を破壊 し て作られ た もので、 こ の竪穴の北側 は 4 号竪穴と重複 し ている。

竪穴の構 造 は 4 号竪穴 と 同 様である。 追物は土師器が、 南壁では 9 号住 居 跡に属す るものと思われ

る弥生式末期の 支脚 が出 土 し た 。

仁：｝ 」
|

」

� 

ー

C

5 号竪穴

A ー

A ー - B 
ょ

゜ 黄色粘土思（地 山 ）
3 m 

第1.9図 第 4 ・5 号竪穴 9 号竪穴 実測図

出 土 遺 物（第20図）

この竪穴に属する追物は 土師器の坪、 婉、 甕がある。 坪 ( 5 - 8 ) は 口径 12 cm高さ 3. 5 cm前後の

ものと、 こ れよりやや大型の も のと二種類がある。 塊9) は 高 台 を 有 す る 底径8 . 6cm の も の で 口 縁部 を

欠 ぐ、 甕 ( 10、 1 1 ) いづれ も 口縁部の破片 で 「 く 」 字状 に外反 し器壁に は煤が附着 し て い る゜

混入の弥生式土器の 支脚(19)は 全面に叩きが施され、 叩 きにより稜 が 出 来多 角 形を な す 。

岩崎氏の調査された 資 料 に弥生式土器と須恵器 がある。 弥生式土器 は鉢形のもので'(11)には 煤が 、

(18)は 叩き 目 がみられる。 須恵器には 甕と椀があり甕(14)は焼成堅緻であり、 椀 は 高台の部分で淡凩色

の焼成のやわらか い ものである。 弥生式土器 は 9 号竪穴に、 須恵器 は 4或 は 5 号竪穴に属す るも の

と思 わ れる。

4、 5号竪穴は 出 土遺物より奈良期のものであり 4、 5 号竪穴の前後関係は、 そ の接す る中央部

に 入れ た ト レ ンチ こ より、先づ4号竪穴が続いて 5 号竪穴が 掘られた 事が判明 し た 。 両竪穴の遺物は
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る。

同 じ 型式であるので 4号竪穴 が破壊された あとあまり年代を 隔ずして 5 号 竪穴が作 ら れた ようであ
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19  

第20図 第 4 · 5 · 9 号竪穴土器実測図

( 1 -4 . 1 2 . 15 . 16. 4 号竪穴 出 土 5-11 . 19竪穴 出 土 13. 14 . 17. 18調査前の 狡料）

( C ) 第 9 号竪穴 （図 版 第 五 、 第 19図 ）

5 号竪穴 に 大部分をきりと ら れて し ま っ て南 壁と東壁の一 部分 が残 っ ている に 過 ぎない。

南 壁の長さ は 1. 9 m、 地山面より床 面までの深さ は 28cmで 竪穴 内 及 び周 辺 に 柱穴は認め ら れな

か っ た 。
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出 土 遺 物

弥生式土器 の 胴 部破片 が少量出土した が器形 の わかるも の は無か っ た。 又 土師器の坪 の 底 部片 が

あ っ た が、 こ れは 5 号竪穴 に 伴うも の が 9 号竪穴をき り と っ た時 に 混入 し たも の であろう。 第20図

1 5- 19の 土器 は恐らく こ の 竪穴 に 伴 うも の であろう。 竪穴の床 面上よ り 長さ 2. 9cm、 径 0. 5 cmの ·

鉄製 品 が出土 し たが用途不 明である。 （黒野 味 ）

6 .  第 1 0 号 竪 穴 （図 版 第六 、 第21図 ）

長辺 約 6 m 、 短辺約 4 m の 長方形 プラ ン を呈 する。 地下げのため上部 が カ ッ トさ れたため壁高は

不 明であるが、 残存する高さは10cm内 外である。 柱穴らしきも の が 2 個ある。 P i t 3 は深さ約 18cm 、

P i t  4 は約48cmである。 P i t 2 は内 部 に つ ま っ た土 の状態から後 世の掘込みと考 え られ る。 ま た北

隅 ち かく貯蔵 穴とみら れる約60cm四 方、、深さ約30cm の 方形 の 掘込みがある。 床面の 保存状態は悪く、

全面に わた っ て炭化物でよ ごさ れ 、 各所 に 焼けた痕跡 が残 っ てお り 、 火 災 に あ っ た可能性も考 え ら

れ る。

西南辺から西北辺 に か け て、 幅 約1 m の L 字状 の 部分は、 粘 土プロ ッ ク がつ ま っ てお り 、 若 干 の

小片 は出るが土器はほとんど出土し な か っ た。 こ の 部分 に 向 っ て上昇する傾斜をもつ 焼 土も残 っ て

お り 、 こ の 部分 に は、 張 り つ け に よるベ ッ ド状迫構があ っ たらし い が、 地下 げのお り 上面が カ ッ ト

さ れ てお り 、 確認する こ とはできなか っ た。

1 1 号竪穴の 壁が一 部 10号竪穴の 区域内 に 観察さ れた。 即 ち 1 0号竪穴が放棄さ れ 、 埋没した後 に 1 1

号の竪穴が一 部 10号を カ ッ トして掘ら れたと思 わ れ る。 また、 5 号、 9 号竪穴も 10号の西北辺を切

っ て掘 り こ まれてお り 10号よ り 新し い と い うことができる。 （岩崎二郎）

出 土 遺 物

土器（第22図 、 第23図 13 )

10号竪穴は床 面 近くまで カ ッ トを受けて い たため、 完好な土器を得る こ とはで き なか っ た。 しか

し、 い ず れ も 床 面 に接して いたため、 竪穴 の 時期を決 定する資 料となる。

出土の 土器 に は壷、 甕、 高 坪、 鉢、 台付鉢、 器 台がある。 壷は 口 縁 部 が頸 部 に くらべて 開き、 ロ

縁端 に 櫛で刻み 目 を入 れ る も の(2)と、 頸部が ゆ るやか に 立 ち あ がるも の( 3)の 二種がある。 い ず れ も

内 面を刷 毛、 外 面を 櫛で調整して い る。 甕は 口縁端 に 刻みをも つ も の( 6)と、 刻みのない も の(4)とが

あるが前者が 多 い。 (4)は内 面を 櫛で調整し、 さら に 刷 毛で調整している。 高坪(1)はかな り 精 選され

た胎 土を 使 つて い るが、 器 表の調整はかな り 粗 い 。 接合 部 に は明瞭な段 がつ かな い 。 鉢は 「 く」 の

字伏 に 外 反 する口縁をもつ も の(5)と、 底 部から拡が っ たままの も の(7)と がある。 (5)は内 面を 櫛で詢

整して い る。 台付鉢 ( 8 、 9 ) は脚 部のみ出土して い る。 反 り を ほとんど持たな い 直線的な拡が り

をも つ 。 ( 9 )は横方向 の 櫛 目 調整 の 上を 、 さら に ヘラで消して一種の 文様をなして い る。 孔を有する

が、 小片 の ため個数はわ か ら ない 。 器台(10)は底部 に 刻みをもつ 例 がある。 底 部 ( 1 1 、 12 、 第23図 13 )

- 3 1 -



' I 

人
f\

ii 
!! 

饂;, 2 

\ Pit  4 否X

⑤ ヽ t}:{;)
ヽ、― - - - -- - - - -- - - · · · · · · · ·- - · - · · · · ····Vi'. ー:_ _ _ _ _ _ _ ___ _ 

Pit
o
 Pi t  3 

--·· 

1 1号

．
 

第2 1 図 第10号竪穴実測図

゜

- 32 -

し
3 m 



三、 □□ 
II 

---'\ 

こJ ''�
こ

『� Lj__1 10

�:, 

（
 

▽
\
／、 ]

 
••

 
園

（
 

゜ 5
 

’ ’ 
: I 6 

20cm 

第22 図 第 1 0 号竪 穴土器 実測図 ( 1 )

- 33 -



(13)は表面の 叩 き を 櫛で消してい

る。

出 土の土器はや や 暗い色調を呈し、 胎土 に 細 砂を含んでいる。 内 面は 櫛乃 至刷 毛で調整し、 ヘ ラ

竪穴 相互の切り合い及 び

製作 手 法の違いなどから、 い わ ゆ る西新期でもや つ 古い タ イ プ に 属す る土器とい え よ う 。

鉄器 （第24 図 ）

そ の形状 及 び残存 す る木柄の済装法 に竪穴のほ ぼ中央部の床面に接して鉄製 品一個が出土した。

よ っ てい わ ゆる手鎌であることが知られる。

そ の右側の折返し部分を欠 き 、 横幅手鎌は板状の鉄t;fの左右両端を折り曲げて作られているが、

残存 長 7. 4- 8. 0cm、 縦1. 55 - 2. Ocm、 背厚0 .15cmを計測す る。 これは研 ぎ減匁部が 内 弯す るが、

り に よるものであろ う 。

木柄がわ ずかであるが残存し、 そ の木目の方向 に よ っ て横 材を使用していることが知られる。 残

存 厚は最も 厚い部分で約 0. 3cmであるが、 袋 部の幅からして本来 0. 4cmの厚さの木柄を着装してい

たと考 え られる。 木柄は手鎌の背 に かぶることはない。

こ れ まで前期古墳以降 に しか そ の例手鎌は異 論のあるものの石包 丁 的性格を与 え られてきたが、

を認めることができず、 石 包 丁 使用の下限と に 断絶があ っ た。 最近の調査 によ っ て、しかしながら、

福 岡県津古遺跡、 福 岡市拾六町湯納迫跡等の弥生時代終末期迫跡から手鎌と考 え られる鉄器が知ら

（ 高倉洋彰 ）とし ての性格がより 明瞭 にな っ たと言 え よ う 。
• ヽ． ．  : 、

9
9

-

i

"

 

はいずれも痕跡 的な平底を有しているもののむしろ丸底 に 近い。

削りはまだなされていない。 11号 竪穴 出土の土器と類 似しているが、

「 手鎌」れるよ う になり、

I 
⑥琴ラ

13 

c::.、_. , 匿r.�』

1 0cm ゜ 5 cm 

第1 0号竪穴鉄器 実測図第24図

゜
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7 . 第 1 1号 竪穴（図 版 第 七、 第 25図 ）

第 11号竪穴は 第 10号竪穴• 第 12号竪穴ととも に 、 す で に 表土 は 排 除され、 地山 に 黒 色土の落ち込

みがよくみとめられる状態であっ た 。 調査の進 行 に し た がい、 第 11号竪穴 は L 字形のベッド状遺構

をもち、 東西 に 長い主軸の方向を N -65 ° -Wと す る長方形 プラ ン である こ とがしられ た 。

第11号竪穴 は 第 10号竪穴を切って作られている。 ま た 第11号竪穴の裂土中 に 第 12号竪穴の張り床

が存 在 し た 。 こ のため、 第 10号→ 第 11号→ 第 12号の順 に新 し い こ と が わ か る 。

規模は 、 長辺 6 m 、 短辺 4. 2m 、 壁の現存高20cmを計る。 西壁 に 接し、 北壁の一部 に 接する幅 l

m 、 床面より l&m高 い L 字形のベッド状遺構をも つ 。 内部 に や や 不整形な 3個の ピ ットをもち、 西

壁ベット状迫構 に 接 す るもの は 、 長径 80cm、 短径 70cmの方形 に 近く、 深さ は 20cmを計る。 上面は一

部張り床状 に なっているが、 性格 は わか ら ない。 南壁中央付近 に 接 す るピットは 長径 66cm、 短径 50

cmの こ れも方形 に 近く、 深さ は 20cm、 底 は 径 14cmの円 形を程 す る。 東壁近くの ピ ット は 長径 1. 2m

短径 80cmの卵形 に 近い形状をもち、 深さ は 20cmで、 内 部よりわりと土器片が出 土し た 。 外部 に は 南

壁や や中央付 近 に 径 20cm、 深さ10cmの ピ ットが存 在し た が、 こ の竪穴 に 伴うものか どうか不明であ

る。 その他、 柱穴と思 われるピット は発見し得なかっ た 。

床面は よく固められており、 中央付近 に 南北60cm、 東西 30cmの不整形の焼けた 部分が存 在 し、 あ

るい は 炉 跡 と も 考 え ら れ る 。

東壁中央付 近 に は 張り出し部があり、 焼土と土器一個体分（第 26 図 7 ) が検出 され た 。

迫物は 、 竪穴内 に まんべんなく出 土し た が、 特 に 中央よりや や 南側 に 多く 出 土した 。 ベッド状迫

構の東側、 南壁 に 接して、 手 捏 ね 土器な ども 出 土した が、 これ は 調査中盗難 に あり、 紛失 し た 。

（沢 皇 臣）

出 土 遺 物（第 26- 28図）

I . 土 器

土器の出 土状況 は 非常 に 不規則であっ た が、 その大部分は床面近くから 出 土し た 。 こ のことから

全て こ の 竪穴 に 伴なう時期のものと考 え てよい。 出 土土器 は全て破損し た 状態で、 全体の形を知

る こ とのできるもの は 少ない。 その種別を示せ ば、 壷、 甕、 鉢、 婉、 嵩 坪、 器台となる。

(1)、 ( 2 )、 ( 3)、 (4)は 壷形土器の口縁部である。

( 2 )は 頸部で鈍角 に 折れ、 その ま ま真直 ぐ に 口 縁部 に 至り、 口唇部 は 内 外 に わずか に 張り出してい

る。 口縁部径 15 .1cmを計る。 器面は 黄褐色を呈し、 胎土 に は 砂粒を含み、 内 外面とも刷 毛が認めら

れる。 (1)は 他 に 比して口頸部が高い。 頸で鋭く折れ、 丸く外 弯して 口 唇部へと続く。 口 唇部は フ ラ

ットで内 外 に 引き出している。 口唇部 に は ヘラ に よって5mm間隔 に 刻みを入れている。 口 縁部径 22. 6

cm、 頸部で14. &mを計る。 内 外面 に は 櫛目が認められるが、 櫛 目 の 問 隔が異なり、 外面が粗い。 色

調 は 黄褐色を呈し、 胎土 に は 砂粒を多く含み、 焼成は悪い。 (4)は 口縁部の少片であるが、 口 縁部外

面 に は 粘 土を貼りつけている。 ( 3)は 口唇 部 に なる に 従い厚くなり、 口 唇部下端 に 小さな刻 み目を有
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し 、 内 外 と も 刷 毛 で仕 上 げて い る 。

( 5 )、 ( 7 ) は 甕形 土 器 で あ る 。 ( 7 )は 短 か い 口 頸部 に 、 張 り の 余 り な い 細 長 い 胴 部 が続 く 。 口 縁部

径 20. 4cm 、 頸部 の 高 さ 3 . 5cm を 計 る 。 口 唇 部 は 中 が く ぼみ 、 外 に わ す‘
‘
か ば か り の 引 き 出 し が認 め ら

れ る 。 器壁外面 は 叩 き に よ っ て 調 整 し 、 刷 毛 で仕 上 げて い る 。 (6 ) は 甕 の 底 部 で あ る 。 平 底 で底 部

径 3 . 9cm を 計 る 。 器 壁 は 内 外面 と も ヘ ラ 削 り で あ る が 、 外面 は そ の 上 を 刷 毛 で な で て い る 。 （ 第 28

図 ） は 大形 の 甕 で あ る 。 破片 が 1 2号 竪穴 か ら も 出 土 し て い る が 、 1 1 、 1 2号 竪穴 は 複 合 し て お り

1 1 号 竪穴 に 伴 な う も の で あ る と 考 え る 。 口 縁部 径 は 50. 0cm を 計 る 。 口 唇端 は 外 に わ ず か だ が 引 き

出 し 肥厘 し て い る 。 口 縁 部 は 外弯 し 、 ゆ る ＜ 肩 部 へ続 き 、 胴 部 は 余 り 張 ら な い 。 肩 部 に は 台形 の 突

帯 を も ち 、 そ の 上 に刻 み 目 を も つ 。 刻 み 目 は 口 唇部 に も 施 さ れ 、 そ の 刻 み 目 は 不 規則 で あ る が、 同

様 の 刻 み 目 で あ る 。 刻 み は 櫛 で 行 な っ て お り 、 櫛 目 が 明 瞭で あ る 。 器 壁 内 外面 と も 櫛 で仕 上 げ て い

い る が、 内 面 は 横方 向 へ 、 外面 は 縦方 向 で あ る 。 こ れ に つ く 底 部 が （ 第 28図 ） で あ る と 考 え る 。 い わ

ゆ る 西 新 式 の 特 徴 を も っ て い る 。

( 8 )、 ( 9 )は 鉢形 土 器 で あ る 。 ( 8 )は 口 縁部 は 途 中 で わ ず か に 内 弯 し 、 そ の 後 外弯 し 口 唇 部 に 続 く 。 ロ

唇 部 は 薄 く 、 内 外 に す こ し 引 き 出 し て い る 。 立 ち 上 が り と 受 部に は 枯 土 帯 の 継 ぎ 目 が 明 瞭 に 認 め ら

れ る 。 こ の 器形 か ら す れ ば脚 がつ く と 考 え ら れ る 。 内 外 と も 刷 毛 で仕 上 げ ら れ て お り 、 器 壁 は 黄色

が か っ た 茶褐色 を 呈 し 、 胎 土 も 普通 であ る が 、 わ ず か ば か り 大 粒 の 砂粒 を 含 ん で い る 。 ( 9 )は わ ず か

に 内 弯 し た 口 縁部 か ら ゆ る や か に 肩 部 に 続 き 、 肩 は 張 り 、 底 部 は 丸底 に な る と 考 え る 。 口 縁 部 径 13 . 7 

cm 、 推 定 器 高 9. 4cm を 計 る 。 器壁 は 薄 く 、 非 常 に も ろ い 。 胴 部 の 器壁 内 外面 は な で て い る が、 頸部

内 外面 に は 指 当 て 痕 が認 め ら れ る が 、 そ の 上 を 刷 毛 で な で て い る 。

(10 )、 ( 1 1)は 婉形 土 器 で あ る 。 共 に 半 球状 を 呈 す る が、 (1 1 )の 方 が 丸 み を も っ て い る 。 (10)は 径 1 1 . 6cm 、

器 渇 5 . 4cm あ り 、 口 縁 部 が厚 く な っ て い る が 、 全 体 に 薄 い 。 成 形 の 為 に ヘ ラ を 使 用 し て お り 、 そ の

為 に 器壁 に 稜 を も つ 。 さ ら に そ の 上 を 叩 い て お り 、 叩 き が部 分 的 に 認 め ら れ る が 、 保存状態 が悪

く あ ま り 明 瞭 で は な い 。 胎 土 も 悪 く 、 砂粒 を 多 く 含 ん で い る 。 こ れ に 比 し て (11)は 焼 成 が 良 く な い 為

に 黄 白 色 を 呈 す る が 、 胎 土 は 普 通 で あ る 。 径 1 1 . 1cm 、 器 高 5 . 5cm を 計 る 。 内 外 と も 指 あ て に よ っ て

整形 し 、 指 な で技 法 で仕 上 げて い る 。 し か し 底 部 附近 は ヘ ラ 削 り 仕 上 げで あ る 。

(12)は 球状 の 物体 の 上 部 を カ ッ ト し た よ う な 形態 を 呈 し 、 底 部 に は 大 小 2 孔 を 穿 っ て い る 。 口 縁部

は 次 第 に 薄 く な り 、 胴 部 が幾 分 張 っ て い る 。 口 縁 部径 9. 4cm 、 高 さ 1 0 . 5cm 、 胴 部 最 大 幅 1 4 . 2cm を 計

る 。 器壁内 面 は ヘ ラ 削 り の の ち な で仕 上 げで あ り 、 口 縁 裏 面 は 下 か ら 上 へ指 を あ て て い る 。 外 面 は

全 面 ヘ ラ 削 り の の ち 、 胴 部 最 大 幅 よ り 上 を 櫛 で な で て い る 。 下 半 部 で も 部分 的 に 櫛 を 使 用 し て い る 。

胎 土 は 精 成 さ れ て お り 、 赤 褐色 を 呈 す る 。 底 部 が黒 っ ぽ く な っ て い て 、 孔 を も つ と こ ろ か ら コ シ キ

と し て 使 用 さ れ た の か も 知 れ な い 。

(13)、 (14)、 ( 15)、 (16)は 高 杯形 土 器 で あ る 。 (14)、 ( 15)は ほ ゞ 同 形 で あ る が 、 器壁 の 座 み が異 な る 。 こ と に

杯部 と 脚 部 の 接着 方 法 が異 な り 注 目 さ れ る 。 す な わ ち (14)は 坪部 と 脚 部 を 別 に つ く り 接着 し た だ け で

あ る が、 (15)で は そ の 過 程 で粘 土 を 附 加 し て 強 化 し て い る 。 (15)の 成 形 技法 は 筒 部 内 外 と も ヘ ラ 削 り で

外面 は そ の 上 を 刷 毛で な で て い る 。 裾 部 は 内 外 と も 刷 毛 で 調 整 し て い る が、 外面 の 方 が粗 い 刷 毛で
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ある。 孔は 3 孔を 有する。 (14)の 外面は ヘ ラ 削りである。

(16)は裾部のみ であるが、 折れる部分が 一 番厚く、 裾端は 丸みをも っている。 内 外とも 刷 毛で 仕 上

げ ている。

(18)は器台の 脚下半部である。 端部で 肥庫し、 底 面は平らである。 器壁 内 面は 刷 毛目が施されてい

るが、 外 面は タタ キである。

当 竪穴 が 日 常の 生 活 跡であったことは 間 違いないが 、 10 、 12 号竪穴と 複 合 したために 不 明な 点

も 多い。 しかし迫物を 編 年する上では 大きな 手 懸りを 与 え てくれる。 10号 → 1 1号 → 1 2 号という順序

で 作られているので通 念から 云えば出土迫物も 同 様 になる。 土器も 全 般 的な 傾 向からいえば 1 0号

竪穴より 新しく、 12号 竪穴よりも古い。 （ 佐田 茂

1 5  2:j峯；7

ゞ 14

゜ 1 5cm 

第 2 7 図 第 1 1 号竪穴 土 器 実測 図(2 )
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8 .  第 1 2号 竪 穴（図 記 第 7 、 8 、 第 29図 ）

第 12号竪穴は、 第11号竪穴の 東側 上面に所在 する。 第11号竪穴 の 項で も 述べたよ う に、 こ の 竪穴

は第11号竪穴より新しい。 また第 1 6号竪穴に南側 の 一 部を切られていた。

や や 東西に長い主軸を N -60
°

-W の 方 向に も ち、 長辺 3 . 7 m 、 短辺 3 m 、 比 較的小型 の や や ゆ

がん だ 方形 に 近い長方形プランを呈 す るが、 第11号竪穴の 上面の 部分、 すなわち西壁の一 部と東

壁の 一部は、 明確には検出できなかっ た 。 壁の 現存高は10- 18cmで、 北• 西壁に接する床面はや や

高 く なっ て い た 。

柱穴、 そ の 他 の ピ ッ ト、 およ び炉址と思 われる も の は、 何 も 発見できなかった。

追物は、 破損した 状態で多数出土したが、 ほとんどが、 第11号竪穴上 の 張り床 の 部分から出土し

た。 （沢皇臣）

出 土 遺 物（第 30- 32図）

I . 鉄 器（第 32図 ）

現存長 5 . 6cm、 最大幅 1. 8cm , 厚 さ0 . 15cmを計り、 先端に行 く に従い細 く なるが、 先は欠 失して

いる。 一 方の端には幾分反りが認められる。 ヌ」 部は認める こ とができないが、 先端が細 く なってい

る の は磨滅 したの 力‘ も 知れない。 幅 の 広 い端部には装着痕らしき も の が残存している。 こ れが何に

使用されたか定かにしがたいが、 全体 の 形状からして鎌ではないかと考 える。

II . 土 器（第 30、 31 図）

出土した土器は全て破損した状態であり、 完形をとどめる も のは1個 も みら れない。 そ の 種別を
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示 せ ば次のよう になる。 壷、 瑚、 鉢、 婉 ｀ 高 杯、 器 台、 手 捏 ね 土 器 で あ っ 。

壷形 土器 に は口縁 に 刻 み目をもつものと、 もたない ものと二通りある。 1 3)は全 体に厚く、 口 唇部

が凹み上下二段 に 刻み目 が入っている。 ( 2 )は口 唇 部を外 に 折り返 し 、 その上 に ヘラで細めの刻み目

を約 6 mm 問 隔で入れている。 ( 2 )は頸が短かく、 く びれで丸く外弯 し 、 幾分座くなって口唇部に続き

口唇部は外 に 折り返している。 胴部内面は櫛目、 他 に は刷 毛目 が施されている。 (1)は他に較べて頸

の長いもので、 く ぴれで割合い鋭く折れ、 ゆるやか に 外弯 し てい 歪 。 口 縁部径 19. 6cmを計る。 口唇

部は外 に わずか に 折れていて、 器壁内 外とも櫛で仕上げている。

(4)、 ( 5 )は頸部のみであるが、 とも に 肩 部 に 突 帯を設 け ている。 肩 部はゆ るやか に 膨ら み 胴部へ続

くものと思われる。 突帯 に は刻み目を有 し ている が、(4)は突帯上面 に 、 (5)は突帯下面に 認めら れ る。

(4)は櫛で仕上げているが、 器 壁 外面は縦方向、 内 面頸部は横方向、 肩 部は縦方向である。

( 6 )、 (7 )、 ( 8 )、 ( 9 )は甕形 土 器である。 ( 6 )は口縁部のみである が、 径 20 . 4cmを計る。 頸部が 余 り し ま

らずに口縁部 に 続き、 口唇部は内側をつまみ上げている。 口縁部と肩部 に は粘 土帯の継 ぎ 目 が認め

られる。 器壁内 外面とも ヘラ削りによって整形 し、 その後内面は撫でによって仕上げて い るが、 外

面は櫛 に よって肩部は横 方向 に 、 口縁部は縦方向 に 撫でてし ，-る。 こと に 口縁部は器体を回転させて

頸部から口唇部 に 向 って鯛整 し ている。 色調は黄 褐色を呈し＼ 胎 土 に は砂粒を含んでいる。 (7 )は ロ

唇 部の内 外とも に つまみ出 している。 器壁内 外面とも斜め に 櫛目 がはいっている。 ( 8 )は器 壁 が薄く

肩の張り がない、 口 頸 部の短かいものである。 口縁部の径 は 14 . 4cmを計り、 器 壁の外面には 叩 き

が認められ、 土師的様相 が強い。 ( 9 )は異 形の土器で、 わずか に 開 いた 口 縁部から膨らまずに そのま

> 胴 部へと続き、 尖 がった底部となる。 口縁部径 12 . 9cm、 器高 14 . 4cmを計る。 口唇部は平らで、 器

壁は内 外とも ヘラ削りで全体 に 整っている。 器体下 半 部 に は底 部を中心と し て放射状 に 櫛描き 文 様

がはいっている。 文様は不規則で、 縦方向 に 波状、 曲 線が狭い7 本の歯をも っ た櫛で施されている。

櫛描 文は大分県安国寺出 土の弥生終末の土器や同県 白 潟出 土の土 器など に 見 られ、 この土器 に も そ

の方面の影響 が考えられる。

(10)は喪形土 器の底 部である。 器壁の厚 い、 尖り気味の丸底である。 内 外面ともヘラで削った後、 C: 
櫛で仕上げている。 色調は黄 褐色を呈 し 、 胎土 に は砂粒を含み、 焼成も悪く、 非常にもろい。

(11)、 (12)は鉢形 土 器 である。 (11)は真直 ぐ に 外へ 延 びた口頸部に わ ずかに張った胴 部がつき、 そのま

、 丸く底 部へと続く。 幾 分中く ぼみの口唇部はわずか に 外 に 返 し ている。 口 縁部径 22 . 0cm、 器高推

定 10 . 7cmを計る。 胎土は割合い精成されており、 器壁はなめらかである。 内 面は刷 毛 に よって仕上

げられている が、 胴部の上端 に 横 撫でが認められる。 外面は L J 頸部と胴部上 半は刷 毛で仕上げ、 部

分 的 に その上を撫 でて い る が、 胴部下半、 底部はヘラ削 り に よ っ て仕上げている。 (12)は 口 縁部で わ

ずか に 内 弯 し 、 膨らみをもたずに胴 部から底 部 へ と続く。 L J 縁部 径 22 . 3cmを計 り 、 器 高は(11)に較べ

て低 い。 脚がつくものと思 わ れる。 整形技 法は(ll)と殆んど 同 じ であるが、 胎土には砂粒を 含 み、 全

体に雑である。

(1 3)、 ( 14)、 (1 5)は婉形土器である。 (14)は [J 縁 部 径 20 . 4cmで、 幾 分 厚 い器壁をも ち 、 半 球状を呈 す 。 ロ

唇部には段を設 け ている。 器壁の外 面 上 半 に は 叩 き が施され、 下 半はヘラ削 り である。 内 面 は刷
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毛で仕 上 げて い るが、 刷 毛 H は 非 iけ に イ渕 規則である。 ( 1 3)は 口 縁部径 21. 4cm の 口 唇部が平らな浅 い 半

球状を呈 す る。 器 壁 は 簿 く 、 内 外 血と も 刷 毛で仕上げて い るが、 刷 毛の種 は 異なり、 内 面 の 方が粗

し 、 ゜
(1 8)、 (1 9)、 (20)、 (2[ )は 嵩 坪形土器である。 (18)、 11 9)は 杯 部で(20)、 (21)は 脚 部である。 (18)は わずか に 段をも

ち、 大き く 外 に 開 く 大形の高坪である。 内 外面とも ヘラ削りによって成形され、 器 面 は 非 常にな め

らかで、 そ の 上を刷 毛でなでて仕上げている。 21 号竪穴 出土のものと同種で、 野辺田式土 器 に 類

似している。 (lg)は 坪 部下 半 の みであるが、 赤褐色を呈 し、 全面 に 櫛 目 が強 く 残っている。 櫛 は 二種

を使用しており、 下 の 部分が粗 く 、 上の 部分が細かい。 脚には長脚のも の (20)と短脚 の も の(21 )の 二 種

があり、 (20)、 (2 1)は 胎土も精成されており、 丸い透しをもつ。

(22)は器 台 の 下端部である。 下端部内側でわずか に 肥厚しており、 内 面 は 指あてで 、 外 血 に は 叩 き

キ が施されている。 筑後市郷土室蔵 の器台に類似 し ている゜

(16)、 (1 7)、 は手捏 ね 土器である。 (16)は 口 縁部径 7. &m、 器高推 定 2 . 8cmで あ る。 内 外と も 指で 調 整

しているが、 仕上げがよ く 、 い わ ゆ る手捏 ね 土 器とは趣きを異 に し て い る。 I[7)は 古墳時代の祭紀遺

跡に見られるよ う な もので、 口 縁部 も 不ぞろ い で、 器壁も原＜、 沿 血 に は 指 あ ての 痕跡が明 瞭 に 残

り、 器 面 はで こ ぼ こ である。 口縁部径 5 . 8cm、 器 高 3 . 5cmを計 る 。

竪穴 は前述したように小規模であ り 、 柱穴を 全 然 持たな い 。 こ の こ とか ら ど う い う 性格 の 竪穴

であ っ たか決 定 す る こ とができなか っ た。 しか し 竪穴の 切 り 合 い によ っ て11サ 竪穴 よ り も 新 し い

こ とは解る。 出土 土器につ い て も、 その 製 作 年 代 は 知 り 得な い け れ ど も 、 使 用 を終 っ た時期 は 前 後

関係によっ て 知る こ とが出米る。 土 器 の時期 は 弥生 式 土 器の影響を受 け て い るが、 」 ： 師 沿 的な様 相

を帯 びる弥生最終末とす る こ とができる。 （ 佐 田 茂 ）

9 .  第 13 号竪穴 （ 図版 第九、 第 33図 ）

本竪穴は 、 16 号竪穴を清 掃 中 に 発見されたも ので、 整 地作業 に より東北部半分は 完全 に 削平され、

南西部半分しか検出す る こ と が 不 可 能であ っ た。 しかし それも、 1 6 号竪穴 に よ り 当時 の おもかげは

ほとんど失 な われてい る。 現在わずか に 東南壁 2 m 2Qcmと、 北西壁 1 m 20cmとが残 こ されてい るの

みで、 壁の 現高も平均 5 cm程度である。 こ の 竪穴を復元してみると、 長辺は 3 m 90cm、 短辺 が 2 m

80cm程度の 小規 模のも のであ っ たろ う と考 え られる。 主軸 は N - 40 ° - Eを指す。 出土遺物は 、 上

記の様 な 状 況で皆 無ではあるが、 1 6 号竪穴 の 東隅で、 1 3 号竪穴の床面と同一 レ ベ ルより 沓形 沿 台片

が 1 個検出された、

出 土 遺 物 （第34図 ）

（ 第34 図 ） は 沓形器 台で ある。 脚部の 一 部分の みであるが、 外面は 叩 き を使用し、 内 面 に は、

指圧整形の痕跡を残してい る。 脚端の 内 面を 引 き の ばしておりか え し、 上 面 に は 部分的で は ある が、

指圧痕 が残 こ っ ている。

こ の 器台は、 昭和43年度の 福 岡市教育委員会 に よる 「 有田遺跡」 の 調査報告書中の、 福 岡 市羽根戸
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より出 土 し た 沓形器台 に 酷似するので そ れ に よ り 復元 し た 。

（第33図 ） に みるよ う に 、 13号竪穴 が脱棄された 後 に その床面を 切 っ て1 6号竪穴 が造 ら れて い る

ので、 当 時の状態や 遺物は 不明であり、 1 6 号竪穴より13号竪穴 の 方が時期的 に 古 い こ と は 確 実で

あるが、 12号竪穴との切 り 合い は 、 整地作業 に より削平さ れて い るので新 旧 関係 は 不明である。 1 6

号竪穴 出 土の 他の遺物は、 す べて床面に 付 着 し てい る が、 沓形器 台のみ浮 い た状態で出 土 し て い る

点 は 、 古 い 竪穴の残留 遺物 も し く は 、 落 ち 込み に よる も のであるまい かと い う こ とが考 え ら れる

ので、 こ の竪穴の も のと し て取 り 上 げ た 。 唯一の遺物では ある が、 こ の竪穴の構成されてい た 時期

は弥生式終末期 に 比 定されると思 う 。 （ 松本 嫁）
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第34図 第13号竪穴土器 実測 図
第32図 第12号竪穴鉄器実測 図

1 0. 第 1 6号 竪穴 （ 図 版 第九、 第 33図 ）

本竪穴 は 整 地作業 に よ り 上面を 削平され ているので、 図 でみ ら れるよ う な プラ ン がす で に 現 わ れ

てい た 。 長軸 4 m 30cm、 西辺 3 m 60cm東北辺 2 m 70cmの台形状をなす プラ ン を示 し 、 主軸 は N - 53 °

- Eの方向を指す。 床面の堅さ は 不統 一であり、 二次的 に 掘 ら れ た 形跡 が部分的 に は ある。 壁の現

高は、 一 番残 っ て い る所で10cm程度 し かな い 。 北隅 は 12 号竪穴と重復 し てい る。 1 2 号竪穴の壁を取

り去り、 その床面上 に 黒褐色 土を積め込み、 黄 褐色粘土を混ぜて張り床を行 こ な っ てい る し 、 壁 も

黒 褐色 土 に 黄 褐色 枯 土を混ぜて構築 し て い る。 柱穴は 、 主軸線上で ほ ぼ等 間 隔 に 、 竪穴内 2 個、 外側

各々 1 個づつ存 在 し 、 直 交 し て東側 外 に 1 個認め ら れるが、 い づ れ も 床面より の 深さ は 20cm内 外で

ある。 こ の竪穴 は 、 主柱 を一線上 に 4 本建て棟をのせ た も のと考 え ら れる。 炉 ら し き 焼土 も 炭 化 物

も 認め ら れなか っ た 。 出 土遺物は、 いづれ も 竪穴内の柱穴付 近よ り 、 床面に 付着 し た状態で出 土 し

ている。 た だ13号竪穴でのべ た よ う に 、 沓形器台のみが 出 土状態を異 に し てい るので、 13号竪穴 に

伴 う も のとみ た 。

出 土 遺 物（第35図 ）

( 1 )、 ( 3 )は 壷形 土器である。 ( 3 )は、 口頸部 が極端 に 短か く 外 反 し て い る。 口 唇 部で は 、 口縁端の内

側をつ まみあ げて 引 き のば し 、 上面で は 中 央部を横なで に より 凹 み が生 じ てい る。 肩部の接合部で
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は 、 外 面 を 横 な で に よ り 乎担 面 を 持つ 。 胴 部の 中 央 よ り や や 上 方 で 最大 径 と な り 稜 が着 い て い る 。

こ の 点で接合 し て い る こ と は 明瞭 で あ る 。 整形 は 、 内 面 で は 口頸部の み で あ る が、 斜め の 粗い 刷 毛
の 上 か ら 横 に細 か い 刷 毛 を 使用 し て い、 る 。 胴 部 ・ 接 合部で指圧痕 が残 っ て い る よ う に み う け ら れ る

が 明 ら か で な い 。 外 面 は 、 口頸部 に細 か い 刷 毛 を 横 に 使 用 し て い る 。 肩 部 か ら 胴 部接合部 に か け 粗

い 刷 毛 を 方 向 は 一 定 で な い が使用 し て い る 。 そ れ よ り 下 は 同 様 な 刷 毛 を 縦 に 用 い て い る 。 肩部の接

合 部 に細 か く 刷 毛 を 縦 に 使 用 し て い る 。 ( 1 ) は 、 口頸部の み で あ る が、 長 く て 直立 し 、 口唇部 に か け

て 外反 が急 に な る 。 口縁端 を 内 外共 に 引 き 伸 ば し て い る 。 上 面 は 横 な で し て い る 。 整形 は 内 面 は細

い 刷 毛 を 横 に 用 い て い る 。 外 面 は縦 の 粗い 刷 毛 の 上 を 、 細 か い 刷毛 を 横 に 使用 し て 部分 的 に 消 し て

い る 。 (2 )は 長頸壷形 土器 で あ る 。 こ の 土器 に 共 通 な 非 常 に 薄 手で、 精製 さ れ た 良 質 の 粘土 を 使用

し焼成 も 良好 で あ る 。 口 頸 部 は 外 反 し 、 口 唇 部上 面 を 横 な で し て 面 を 取 っ て い る 。 整形 は 、 内 面 を

｛ 細 い 刷 毛 を 横 に 用 い て い る が、 外面 で は 、 粗い 刷 毛 を 斜 に 使 い 、 そ の 上 よ り 細 い 刷 毛で消 し て い る 。

肩部で接合 し て い る が、 接合部は 横 な で し て わ ず か に 平 坦面 を 作 っ て い る 。 口縁径 12cm あ り 胴 部 中

央で最大径 と な り 、 底 部 は 丸底 と な る 大形 の も の で は な い か と 考 え ら れ る 。 (4)は 甕形 土器 の 口縁で

あ る 。 口頸部は 大 き く 外反 し 、 壷形 土器 と 同 様 に 口縁端 を 内 外 に 引 き 伸 ば し て い る 。 上 面 は 、 横 な

で を し て わ ず か に へ こ ん で い る 。 内 面 は 、 細 か い 刷 毛 を 横 に 用 い 、 外 面 は 、 叩 き を 施 こ し て 器 面

を 整形 し 、 そ の 上 か ら 細 か い 刷 毛で 調整 し て い る 。 (5)は 椀形 土器 で あ る 。 良 質粘 土 を 使用 し て 製作

し て い る が、 焼 成 が悪 い 。 口縁径 18cm も あ る 大形 の も の で あ り 、 口縁端 を 外 に 向 け て 引 き 伸 ば し た

後 に 上 面 を ヘ ラ で削 ず っ て い る 。 整形 は 、 内 面 を 粗い 刷 毛 を 斜 に 用 い て い る が、 外 面 は細 い 刷 毛 を

横 に 使 い 仕上 げて い る 。

゜

3
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1 5cm 

第35図 第16号竪穴土器 実測図

- 48 -



以上 の べ た よ う に セ ッ ト 関係 及 ぴ製作技 法 に 土師器 的 な 要 索 が 多 く 、 竪穴で も ふ れ た よ う に 、 明

ら か に 16号竪穴 が13 号竪穴 及 ぴ12 号竪穴 を 切 っ て 当 竪穴 を 造 っ て い る の で 、 こ の 3 軒の 中 で は 一番

新 し い 時期 に 設 定 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。 な お 12 号竪穴 と の 重複後部分で 床 お よ び壁 に 粘 土 を 混

ぜ て 構築 し て い る こ と か ら 、 12 号竪穴 が、廃棄 さ れ て 後 、 ま も な い 期 間 に 16号竪穴 が造 ら れ た の で は

I 

な い だ ろ う か 。 （ 松本 踏）
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第 1 7号 竪 穴 （ 図 版 第一〇 、 第36図 ）

こ の竪穴 は 、 長辺 3 m80cm 、 短辺 2 m3 Qcmの隅 丸 長方形プラ ン を呈 す 。 主軸 は N -36 ° - E を示

す 。 中 央 に 長径60cmの 楕円形の炉と思 わ れ る 深さ10cmの焼 土の く ぼみが認め ら れ る 。 柱穴 ら し い も

の は 竪穴 内 外 に 4 個あ る が、 い づれ も こ の竪穴 に 伴な わ な い 後 世の も ののよ う であ る 。 壁の高 さ は

現 嵩で30cm内 外であ る 。 出 土迫物は 、 甕形 土器片 1 個と、 沓形器 台片 1 個とを検出 し た のみであ っ

1 1 .  

ま た その時 も 非常に 少な か っ た と い う こ とであ る 。以前一度調査された と こ ろで も あり、た が、

物 （ 第37図 ）遺土出

口頸部は大き く 外反 し 、口 頸部のみの破片であ る が、 直径23 . 2cmであり、． ） は 甕形 土器であ る 。

こ れ

は 、 櫛 状の施文具を 使 用 し て い る 。 整形 は 、 内 面 に 明瞭 に 櫛目を残 し て い た が、 外面では 、 方 向 は

一定 し て いな い が、 粗 い 刷 毛の上を細 か い 刷 毛を横 に 使 用 し て調整 し て い る 。 ( 2 ) は 沓形器 台であ る 。

口縁端を 引き伸 ば し て い る 。 口 唇 部上面に は 、 こ の時期の特徴であ る 刻目文を入れて い る が、

， 

受部の中 央付近 に 小孔を有す 。 受部の周囲 に 粘 土紐

を張り付 け て 広げて い る 。 脚端部で外反 がきつ く なり、 縁を内 外 に 引きのば し 、 脚端面に ヘラで幅

広 い 刻目文を施 こ し て い る 器面全体 に 、 二 次的に 火を受 け た よ う に 赤変 し 剥落 が はな は だ し い 、 整

器形 は 、 脚端径11 cmで受部の一方が高 く なり、

それより下方 は細 い 刷 毛を

横 に 使 っ て い る 。 外面は 、 同 様 に細 い 刷 毛を横と縦と に わ け て 使 用 し て い る 。

1 3号竪穴 出 土の 沓形器 台 も 同 様で は あ る が、 受部の一方が高 け れ ば、 数個組み合せ な け れば土器

形 は 、 内 面を接合部とお ぼ し い と こ ろより下 に 櫛を横 に 用 い て い る が、

こ こ のよ う に 2 次的 に 焼 け て い る こ となど は 、 火 に か け る た め の 支脚をのせ る こ と は 無理であり、

その場合受部の小孔 は 、 火をあてた 場合 に は じ け る こか 支柱と し ての使用であろ う と 考 え ら れ る 。

こ の竪穴 は 削平され た こ とを 考 慇 に 入れ る と壁は かなりな 高さ に なとを 防ぐ こ と は 容易であろ う 。

土器の 出 土屋 が非常に 少な く 、 柱穴は 存 在 し な い 。 炉 は 以前の調査での状態 が不り、 狭 く て深 く 、

その時々 に 応 じ た 簡 単な工房的な も のと し て使 用 し た ので はな い か と い

（ 松 本 嫁）

' 

う こ と も 考 え ら れ る 。 時期 は弥生式終 末期 に 比 定され る 。

明なのが残 念 で はあ る が、

1

ー

「

．
 

（
 

ト・

- -... ヽ

1 5cm ゜
2
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12. 第 18号 竪 穴 （ 図 版 第 10、 第 38図 ）

長 辺 5 m 60cm、 短辺 5 m の方形プランを呈し、 主軸は N -46 ° - E を指す。 現存する壁 高 は 5 cm 

内 外で あ り、 完全に整地 作業により竪穴の上面は削平さ れ てしまっている。 また中 央よりや や 西

南側において、 西北から 南東にか け て、 幅 20- 30cmの耕作用排 水溝らしき溝 が走 っている。 主柱穴

と認めら れる柱穴は、 4個 共 竪穴内に あ り、 全 体的に北西側によっている が、 柱穴 間の距 離は、 長

い方で 3 m 50cm、 短い方で1 m 50cmであり、 竪穴のプランとは相違 する長 方形状を示す。 共に床 面

より30cm 内 外の深さである。 炉は中央部附近に存在し、 径 70cm も ある が非 常に浅くく ぼ ん でいるだ

け で、 そ れほど 強く火を受 け た様子 も ないよ う な焼土の状態で あ る。 他 に ニ ケ 所焼 上の かたまりと

板状木片の炭化物 が認めら れた。 土 器は、 そ れぞ れの柱穴内 及 び そ の附近と炉 内 で 出 上 し 、 1111 ー に

なる個 体の破片 が床 面上で散乱している。

出 土 遺 物 （ 第 39図 ）

( 1 ) ・ ( 2 )・ ( 3 )は壷形土器である。 (1)は口 頸部で あ り、 胎土 ・ 焼成共 に 粗雑で剥落 がはなはだ しく、

調整法は不明で あ る。 口 頸部は外 反 し、 わ ず か に 引き伸し が あ る。 口 唇部上面には、 櫛形の施文 具

により刻 目 文を施こしている。 肩の接合部下端には、 竹を割った も ので、 半弓状に施文している。

肩 部は全体に細かい刷 毛を斜めに使用している。 ( 2 ) ・ ( 3 )は底部である。 ( 3 )は、 底径 7 cmであるが、

中心部でわずかな平底となる が、 内面に は平坦部 が存在しない。 肥厚 約1cmで 当 竪穴内 では一番厚

手 となっている。 内面には櫛と粗い刷 毛とを用いた整形のあと がある。 ( 2 )は、 薄 手 で底 径 3 cmの平

底 が、 わずかに残っている。 下底部には外面 に 底をつ け た時に出来たと思 わ れる、 圧えた痕 がある

がハ ケ に より消している。 底部内面に も 平坦面をのこし、 細かいヘラと刷 毛により整形している。

( 4 ) ・ ( 5 ) ・ ( 6 ) · ( 7 ) · ( 8 ) · ( 9 ) ・ (IQ)• (11)は甕形土器である。 ( 4 ) ・ ( 5 ) ・ ( 6 ) ・ ( 7 ) · ( 8 )は 口 唇部にヘラによる刻

目 文を有する。 い づれ も 口 頸部は外反 している。 (8) は 口 縁端の外側を引き伸 ばしている。 内面は細

かい刷 毛を横に使用して整形している。 (7 )は口 縁部に近づくにつれて肥岸し、 内面は細い刷 毛を横
( 

に用い、 外面は粗 ぃ刷 毛 を斜め に 使用 し て整形している。 ( 5 ) も 口 縁端の外側を引き伸 ばし、 内面は

粗い刷 毛を使用しているが、 一 定方向にではない。 外面は、細い刷 毛を斜 めに用いて整形している。

(4 )は、 胎土 ・ 焼成共に非 常 に 粗雑 である。 口 縁端は、 内 外を引き伸 ば し ている。 整形は、 [J 頸部外

面 に 粗い刷 毛を横 に 用いている が、 接合部下端には同様の刷 毛を斜めに使用している。 その1cm ば

か り下からは、 胴 部全体であろ う と思 われる が、 歯の間 が広 い櫛状の施文 具を横に引いて用いてい

る。 (6 )は 口 縁端の内側を引き伸 ばし、 外側には周 囲に粘 土紐を張り付 け ている。 整形は 口 頸部外面

の上部は櫛を用い、 肩にか け て細い刷 毛を横に使用している。 ( 9 )は口 縁端の外側を引 き伸 ばし、 上

面を横なでしている。 口 頸部は外 反 し、 櫛を斜めに使用し、 そ の上から細かい刷 毛を横に用いて整

形している。 (10) ・ ( 11)は底 部である。 (11)は、 底 径 4 cmほどの平底 が わ ずかに残し、 内 面 も 平坦面を持

つ。 薄 手 では あ る が、 大形の甕形土器になると 考 えられる。 整形は、 内 外面共に櫛を使用している

が、 外面のみに胴部は細い刷 毛を縦に長く用いて いる も のと思 わ れる。 ( 10)は、 底 径 5 cmの平底 が残
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第18号竪穴実測図第38図

る 。 平 底 は 非常 に 膊 く な っ て い る 。 外 面 に 一 部 2 次 的 に 火 を 受 け て 黒 変 し 、 煤 が付 着 し て い る 。

ま た ( 5 ) と (11)は 同 一個 体 に な る と 考 え ら れ る 。 (12)は 鉢 形 上内 面 で は 櫛 に よ り 整 形 し て い る 。 ( 4 ) と (10)、

全 面 に 2 次 的 に 火 を 受 け て 赤 変 し 、 剥 落 が激

し い 。 L I 縁径 14cm あ り 、 L I 頸部 は 外 反 す る 。 整 形 は L I 縁端上面 は 横 な で し て い る 。 内 面 は 細 か く へ

ラ を 二段 に 用 い て 削 づ っ て い る 。 径 4 cm程 度 の 平 底 を 有 し 、 器 高 8 cm の 浅鉢 に な る も の と 考 え ら れ

沿 で あ る 。 砂粒 を 多 く 含 く み 、 胎上 が非 常 に 粗 い 。
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( 13) ・ ( 14)は高坪形土器である。 (13)は脚部の円 筒柱のみ である。 内 外共に剥落が は なはだしいが、 外面

には、 部分的に幅 8 mmのヘ ラ 削りの痕跡を残している。 坪の部分と脚の部分を別々 に作製し、 後で

貼 り 付 け ているようだ。 (14)は脚部の裾にあたる部分のみ であるが、 脚端径14cmで小孔を 3 ヶ 所に有

す る。 小孔の上部で接合させたのか急に外 反 す る。 脚端 部の 内 側 を引き伸 ばし段を付 け ている。 脚

端面は横なでし、 内 面を粗い刷毛を横と斜めとに使用している。 外面は細い刷 毛を斜めに用いて整

形している。

(13)と(14)とは、 胎 土 ・ 焼成 ・ 色 調 共に同 ーであり、 欠 損 箇所の径• 厚さ共に近似であるので同 一物で

はないかとも考えられる。

US)は器台形土器 の 脚端部の小片であるが、 沓形器台になると考えられる。 横なで調整を行なってい

る。

この竪穴の時期は弥生 終 末 期 に 比 定 さ れると 考 え ら れる 。 以上のように、 壷形 ・ 喪形 ・ 鉢形

土器等の底部は、 小さ な 平底が残っているが、 完 全 な 稜を付けて区別 す るほどではないという共通

性を持つている。 整形法も刷毛 ・ 櫛• 横なで等の手法があり、 特に壷形 ・ 喪形においては、 口 唇部

に施文 具により刻目文を入れて いる等のこの時期の特徴 を 多 く 示 し ている。 じか し 口 縁端を引 き

伸 ばしているものと、 そうでないもの と の二通あるのは、 ただ単 に製作技法 上の差だけの 問 題であ

ろうか。 （ 松本 紫）

13. 第 1 9号 竪 穴 （ 第 40図）

発見当 初、 す でに岩崎光氏により発掘調査された竪穴で、 西南角 に続く竪穴壁 が小部分残存し、

わ ずかに方形 プ ラ ン の竪穴であることを窺 わ せ るのみ である。 南、 北東角 およ び北西 角 附近は最 近

の溝により、 切収られている。 竪穴の主軸は、 N -40 ° -E である。 西南角 と西壁に沿って I::'.. ット、

ま た は 浅いく ぼみ がある。 ·20 号竪穴との関係は、 不明である。

出 土 遺 物 （ 第 41図、 第 42図 ）

竪穴より出 土した遺物は豊富である。 す でに採 集 保 管されて い たが、 、 特徴的な土 器 を抽 出し、 図

示して説明したい。

( 1 )  (2 ) は 壷の ［］ 縁で、 ［ ］ 唇 部は引 延 ばされて 上下 に ふく ら む。 ( 1 ) は 口 唇 部 に 刻 み がつ け ら れ、 裏

面は刷 毛で調整される。 (2 ) の 口 唇部の刻 み は、 櫛によ り つ けられて い る。 ( 3) は薄 手の質の良 い 柑で

口 縁と胴 部の径は同 じ か、 ま たは口 縁部が少 し 広 い。 表 面は胴 部 の 中 程 ま で刷 毛で仕上 げ ら れ、 そ

の下は底 ま で指なでで仕上げられる。 裏面の仕 上げは刷 毛による。 口 唇 部は外側 へ や や ふく ら み 、

指なでで仕上げられる。 口縁部は外に そりをもちなが ら
・
胴 部へつ な がる。 つ なぎ 目 は 垂直に削られ

平ら な 段がつ く 。 (4 ) (7) 、 第 42図は甕形土器で、 胴 部が丸くふくら み 、 わ ずかに外反 す る口 縁をも

ち 、 頸部は 「く」 字形 に なる土器 ( 4 · 5 ) と、 外反する 口 縁をもち、 胴 部のふくら み が顕著でな

い土器(7 )がある。 (6) は前者に入るだろう。 (4 )は、 l 1 唇部を指なでで仕上げられ、 表面は 口 縁部の上
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部、 裏 面は 頸部 から 中 程まで、 刷 毛で 調 整される。 表 面の頸部 以 下の小部 分は 刷 毛で、 それ 以 下は

最終的 には 指なでで 調 整される。 (5)は 表 裏と も 刷 毛 で 調 整され、 裏 面の頸部は 指でなでて 整形して

る。 (6 )の 表 面は、最大 径部 位 以上は 箆 削りの後 刷 毛 で、それ 以 下は 箆削りで 仕 上 げられる。 裏 面の頸

部 附近 には 指圧痕 がある。 裏 面 底部 附近は 粗い 箆削り がなされ、 他 は 指なでで 調 整される。 (7)は 表

面を 叩きで 整形した後、 縦位の箆 削りで 仕 上 げ、 裏 面は 刷 毛で 調 整し てい る 。 第 42 図は大型の密形

土器で、 や 、 内 ぞりのある外反した 口縁を も ち 、 胴部はわ ず か に ふくらみを も ち 、 底部は 丸底 に 近

いと 思われる。 口縁下と 底部 近い胴部 に 一 条づつの突帯 がある。 口 唇部と 突帯 上 には 叩き 目状の も

のがあり、 口縁部と 突帯の上 下 約 10cmは 櫛で 整形され、 それ 以 外の部 分は 叩きで 整形されている。

底 に 近い 部 分は 叩きで 整形の後、 指なでで 仕 上 げられ、 部 分 的 に 櫛 も 使 用されて いる。 裏 面は 櫛 に

よる整形である。 (8 )  ( 9 )は鉢形 土器であ る 。 (8)は 外反する口縁を も ち 、 表 裏と も 刷 毛で 調 整されて

いる。 ( 9)は 口縁附近を 指なでで 調 整し、 表 面はそれ 以 下を 小部 分 刷 毛で 調 整する。

以 上の出 土土器を 見た 場 合、 全体とし て 弥 生終末 期 の 様相を 示し て いる が、 (3)の様 に土師器の様な

琳 が存 在しているのが 特徴 的である。 （西 健一郎 ）

14 . 第 2(»引竪 穴 （ 図版第 九、 第 40 図）

19号 竪穴の 南 東に 近 接してある。 上 部は大部分 削平されて、 竪穴壁は南西 角の一 部と、 西 壁の南

角 近い 小部 分を 残存するのみである。 北東 角 附近は最近の溝 により、 南 束 角 附近は2 1号 竪穴 により

切 収られ ている。 西 壁は 約 2 . 7 mある と 思 われ、 主軸は推 定 約 3 . 7 m の方 向を N ー27 ゜ ー E にと る

長 方 形 プ ラ ン の竪穴であろう。 ピ ッ ト は 5 個あり、 南 壁 中 央 寄りの ピ ッ ト は、 棟持柱穴と思われる。

北西 側の方形 に 近い ピ ッ ， 卜は、 この竪穴とは 直 接 関 係がない。 この ヒ゜ ソ トを 角として、 この竪穴の

床 面より、 さら にく ぼみが認められる。 このく ぼみと 19号 竪穴との関係は 不 明であり、 19号と20号

竪穴との 関係 も 不 明である。 西 壁の 外側では、 焼土 （ 点で示す） 、 炭 化物 （ 点線で 囲 む ） が散 見さ

れた が、 床 面 には 全く 認められなかった。

出 土 遺 物 （ 第4 1図）

竪穴 内より出 土した迫物は 少鼠であった。 (10)は西 壁 中 央 寄りの ピ ッ ト 附近 から出土した 手 づく ね

土器で、 表 面 には 叩き 目があり、 裏 面の底部 附近 には 指圧痕 がある。 口 縁 は 外反すると思われ、 焼

成 悪く も ろい。 東 南 角 附 近から出土した 浅鉢 があるが、 ぼろ ぼろで 図示できない。 器 形は2 1号 竪穴

の浅鉢と大差ない。 (11)は北西 側 ピ ッ ト より出土した 高杯の口縁片 で、 表 裏 面と も 暗 文 がある。 口 唇

部 の 内 外が 少し ふくらみ、 上部が 少し 凹み、 や や 外 ぞり になった器形で 坪下 半 分 がない。 (12)は 南壁

中 央 寄りの ピ ッ ト より出 土した 浅鉢で、 焼成 悪く 損傷著るしい。

乏しい 資 料からではあるが、 出土迫物は弥 生 終末期に 近い 頃 に 所属すると 思われる。

その他、 第 43 図の脚 台 付鉢の脚台部 分 が、 竪穴西 側の最近 の 溝より出 土 している。 脚 台の先端に

は 刻み 目 がついている。 20号 竪穴の土器と、 時期 的な 差異はほと ん どない。 （ 西 健一郎 ）

- 5 7  -

c

 



（
 

‘ ‘ 

，
 ＇ 

-、
/’

ク
ク

'
,

t
ク

ー
ク

ク

ー

:J ··-�
（

 

第42図 第 19号竪穴 土器 実測図 (2 ) 第43図 第20号竪穴西側溝土 器 実測図

1 5. 第 2 1号 竪 穴 （ 図 版 第 1 1、 第 44図 ）

発掘 区域の東側、 20号竪穴の南に、 20号を切り込ん で21 号竪穴 が存在 す る。 主軸線の方位 ： ょ N -

36 ° — E である。 東北隅壁は溝によって破壊さ れ 、 又 20号竪穴の西側を南北 に 走 る小 溝 が東にまが り

21号竪穴は％辺で切 断さ れ て い る。 両 溝は最近の耕作用の溝である。 地下げが行 な わ れ て い る 為、

竪穴は ほ と ん ど削 平 さ れ て、 壁高は10cm以内で特 に 南壁は確認でき な い 。 他の三 壁の遺存状態は、

北壁 2 . 18 m、 東壁 1 . 1 6 m 、 西壁3 . 86m と悪 い 。 復元す ると南壁は推 定 約0. 4 m 南 に 延 ぴ、 略々 4 . 26m

X 3. 2 m の南北方向に長 い 不 整 四 辺形 プ ラン が想定さ れ る。 竪穴 南下方 に 径 80cm深さ 16cmの レ ン

ズ状の窪 み があり、 脚部を欠 い た嵩 坪 ( 45図 IO ) が上 圧で砕 け た状態で 発 兄さ れ 、 壷形上 器 ( 45 図

2 ) とと
”
も に 竪穴の年 代 決 足 に有 力 な 森 料である。 薄 い 炭 化材片 が床 面に密 着 し て い た が、 焼 上 は

発 見 さ れ な か っ た 。
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出 土 遺 物 （ 第 45図 ）

竪穴内 の 追物 の 砿 は 少 な い が、 喪 、 壷 、 高 坪 、 鉢 、 器 台 の 五 種 が 出 上 し て い る 。 そ慇形 土 器( 3 )は 外

反 気 味 に 直 行 す る 口 縁端 を 上 方 に 引 き 延 ば し て い る 。 壷形 土 器 ( 1 、 2 ) は わ ず か に 外 反 す る 円 筒

状 の L J 頸部 を 有 し て い る 。 ( 1 )は 肩 は 張 ら ず 、 そ の 上部 は 細 い 叩 き の 上 を 櫛 で な で 調 整 し 口 縁 端 は

丸味 を 帯 び 、 焼 成 が悪 く も ろ い 。 ( 2 )は 球状 の 体 部 を 有 し 内 外 面 と も 櫛 を 使 い 、 口 縁 部 上端 は や や 窪

み 外側 を 引 き 延 ば し て い る 。 高坪 ( 9 、 10、 11、 12) は 坪 部 と 脚 部 が別 々 に 出 土 し 、 (10)は 竪穴 内 南

奇 り の 瑾 み に 据 え ら れ た 状態 で 発 見 さ れ 口 径 約 35cm の 大 形 品 で あ る 。 中 位 の 接 合部 は 内 面 は わ ず か

に 段状 を 示 す が外 面 は 明 瞭 な カ ー プの 変換点 を 有 し な い 。

坪 部 内 外 面 と も 斜 方 向 の 櫛 目 の 上 を 縦 方 向 の ヘ ラ 削 り す る こ と に よ り 華 麗 な 暗 文 に 仕 上 げ焼 き

し ま り も よ く ｛憂 品 で あ る 。 ( 9 ) も 同 様 に 暗 文 に 仕 上 げ、 ヘ ラ 削 り の 部 分 に 丹 を 塗 っ た 痕跡 が み ら れ

る 。 ( 9 )、 ( 1 0)は L I 縁端 に 一 本 の 沈線 を 有 し て い る 。 (1 1 )は (1 0)の 上 か ら 出 土 い 櫛 目 の 上 を ヘ ラ で部 分 的 に

削 っ て い る 。

鉢形 」こ 沿 に は ( 4 、 5 、 6 、 7 ) が あ る 。 [ J 縁 部 が 「 ＜ 字状」 に 外 反 す る 大 形 の も の と 、 小 形 で底

{ii> か ら 拡 が っ た ま ま の も の が あ・ る 。 ( 4 )は 櫛 目 を ヘ ラ で 部 分 的 に 削 っ て い る 。 ( 5 )は ( 4 ) に 比 し て 底 が深

く 短 か い 脚 が付 く 可 能 性 が あ る 。 ( 6 )、 ( 7 )は 内 外 面 と も 櫛 目 で 調 整 し 、 特 に ( 6 )は 内 面 を ク モ の 巣状 に

仕上 げて い る 。 器 部8)は 外 面 に 叩 き を 有 し 内 面 は ヘ ラ で 粗 く け ず り 、 下端 を 刷 毛 で 調整 し て い る 。

胎 土 、 焼 成 が わ る く も ろ い 土器 で あ る 。 出 土遺物 よ り 考 え て 本竪穴の時期 は 弥 生時 代 最終末期 と 推

察 さ れ る 。 （藤口健二 ）

（
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第 皿 章 総

1 . 竪穴 の 構 造 と 特色

括

発掘調 査を行った竪穴 は16個である。 そ の な か で重複関係 に よって先後関係を明瞭 に できたの は

1 1個 である。 こ れを図 式で示 せ ば次 のよう に な る。

（
 

/' 9 号

1 0号 → 1 1号 →12号 → 1 6号

ヽ 13号 ／

9 号 →5号

20号 → 19号

、 21号

（ 

大 き さ ( cm )  
No. 長軸 方位 炉 貯蔵穴 ベ ソ ド 備

辺 矩豆 辺

1 号 555 4 0 0  N 4 1 ° E ゜ ゜
2 号 5 8 0 3 4 0 N 46 ° E ゜ .o ゜
3 号 5 1  0 3 8 0 N 35 ° E 

4 号 3 0 0  3 0 0 (+) 

5 号 3 4  0 25 0 

6 号 3 0 0 (+) x 4 5 O 未掘

7 号 3 5 0 (+) x 3 5 O 未掘

8 号 う ・） 未 掘

9 号 9 0 (+) 1 9 0 (+) 

10 号 6 0 0  4 0 0 N 55 ° E ゜ ゜
1 1 号 6 0 0  4 2 0 N 65° W ゜ ゜ ゜
12 号 37 0 3 0 0 N 6o · w 

13 号 3 9 0 2 8 0  N 4o· w 

14 号 3 0 0 (+) 3 1 0 未掘

15 号 4 0 0 (+) 15 0 (+) 未掘

16 号 4 3 0  3 6 0 N 53 ° E 

17 号 3 8 0 2 3 0 N 36 ° E ゜
18 号 5 6 0 '5 0 0 N 46 ° E ゜
19 号 3 7 0 (+) 2 0 0 (+) N 40 ° E 

20 号 37 0 27 0 I'< 27 ° E 

21号 4 2 6 3 2 0 � 36 ° E 

22 号 4 8 0 X 2 9 0 (+) 未掘
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竪穴は い ず れ も 長 方 形 プ ラ ン を も ち 、 一 方 の 短辺 に そ っ た と こ ろ に L 字状ベ ッ ド を つ く っ た も の

が 3 個 あ る（ 第 2 · 10 · 11号 ） 。 ま た 炉 は ほ ゞ 竪穴の 中 央部 に あ る が 、 炉 の 存 在 は す ぺ て の 竪穴 に

確認 さ れ た わ け で は な い 。 発掘 区域 に お け る 竪穴の 構 造 を 整理 し て み れ ば表 の よ う に な る 。

竪穴の 分布 か ら み る と 竪穴の 長 軸 方 位 は北束ー南西と 束 南―北西の 二 種 に 大 別 さ れ る 。 し か し こ

れ は時期差 と し て と ら え ら れ る ほ ど の 明 瞭 な 意味 は な い 。 む し ろ 二種 の 直 交 す る 方 位 の 在 り 方 は 、

家屋構造 に お け る 入 口 の 選 定 と か 、 わ る も の で あ ろ う 。 ま た 家屋構造 の 復 原 を 考 え る 場 合 に 必 要 な

柱穴の 配列 は 必 ず し も 明 瞭で な い 。 し か し 長 軸 方 向 に 棟 を お く 切 妻構造 で あ ろ う こ と は 推察 で き よ

う 。 柱 の 配既 に は 第 18号竪穴に 示 さ れ る よ う に 竪穴内 部 に 四 本柱 を 配す る も の と 、 第 16号 竪穴 に 示

さ れ る よ う に 長軸 線 上 に 一 列 に 四 本 の柱 を 配 し 、 両 端 の 柱 は 竪穴の 外 に あ っ て 棟持柱 を 形成す る も

の > 二 方 式 が あ っ た よ う で あ る 。 し か し 柱穴 の 不 明 瞭 な 竪穴も あ っ て 、 家屋構造 を 細部 に わ た る ま

で 知 る こ と は で き ず 、 こ の 点将 来 の 検討 に 待 た ね ば な ら な い 。

さ ら に こ の遺跡で は い か に も 住居跡と す る に ふ さ わ し い 大 き な も の と 、 住 居跡と す る よ り も そ れ

に 付属 す る 一種 の倉庫 か 工 房 の よ う な も の で は な か ろ う か と 思 わ れ る 小形 の も の > 二種 に 分 つ こ と

がで き る 。 こ れ が各竪穴の 報告で住居跡と い う 名 称 を さ け た 所以 で も あ る 。 そ う し て 後述 す る よ う

に 土 器の 検討 か ら 細 分 し て ゆ く と 、 同時 に 存 在 し た 竪穴は 少 く と も 3 個 以上で あ っ た と 思 わ れ る 。

竪穴個 々 の 時期 決 定 は 後 述 す る 土器の 検討 に よ っ て 最終的 に き め ら れ る が、 総括的 に い え ば弥生終

末 期 に 主体 が あ り 、 一 部 土 師 器の 最古様式期 に 及 ん で い る と い う こ と がで き る 。 （小田富士雄 ）

2 . 弥 生 土 器 か ら 土 師 器 へ（別添付 図参照 ）

近年、 古墳 発生の 問 題 を め ぐ っ て 弥生終末 期 か ら 古墳時代 初期 の 墳墓研究 は に わ か に 活 発 に な っ

て き た 。 し か し 九州地方 に お け る 考 古学上 の 時期決定 に 最 も 基 本 と な る 土器研究 の 面 で 両 時期 の 区

分 を 明 瞭 に す る こ と を 目 的 と す る 調 査 は ほ と ん ど 行 わ れ て い な い 。 北九州 に お け る 弥生時代 の土器

編年は 前 、 中 期 に あ っ て は 好資料 に 恵 ま れ 、 今 日 ほ ゞ 完成に 近 い 状況 に あ る と い っ て も よ い 。 し か

し 後期 の 土器編年に は 組合 せ を 考 え る 上 に も 必 ず し も 好遺跡に 恵 ま れ て は い な か っ た 。 大 分 県 安 国
I l l  (21 13 1 

寺遺跡、 熊本県 野 辺田遠跡、 下 前 原遺跡 な ど の 重 要 な 調 査 が あ っ た が、 安国寺迫跡は 東 九州 に お け

る 終末期 の 好資料で は あ る が、 北九州 で は 様相 が か な り 異 っ て い る こ と が予 想 さ れ て い た 。 ま た 野

辺 田、 下 前 原 両 遺跡は 中 部 九州 に お け る 重 要 な 迫跡で あ っ て 、 す で に 「野辺 田 式 」 な る 形 式 名 が流

行 し て い る が、 遺跡、 迫物の 詳細 な 検討 も な さ れ て お ら ず、 報 告 害 も 未 刊 で あ る の で実 体 は 不 明 瞭
(4 1  

で あ る 。

北九州 で は 古 く 森 本 六 爾 氏 が後 期 に 東郷式 を 立 て ら 五？ 更 に 小 林行雄氏 は こ れ を 修正 し て 、 後期

（第 三 様 式 ） に 高三瀦 式 を 提唱 し 、 筑後高 三i猪、 筑 前西新町 の 土 器 を あ て ら れ た 。 そ う し そ 東郷式

は 土 師 器の 古 い 形 式 に 下 げ ら れ た
1

;
1

そ の 後 、 杉原荘介 氏 は 1940年 の 遠賀 川 調 査 を も と に し て 後 期 に

伊佐座式、 水巻町式の 二形式 を 提唱 さ れり っ ゞ い て 1950年 に は 終末 の 形 式 と し て 雑飼隈 式 を 立 て >

後期 を 三 分 す る 案 を 示 し た の で あ っ た �) し か し な がち 伊佐座 、 水 巻 町 の 両 形 式 も 川 床 に お け る 再堆
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第46図 西新式甕形 土器 実測図 （ 福 岡市今宿 出 土 ）
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第47 図 雑絢隈 出 土 土 器 実測図
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積の可 能 性が懸 念され、 報告書 に 示されたとこらをみても異形式土器の混 入 が あ って標準遺跡とす

るには必ずしも最適の状況ではない。 また雑餡 隈式にい た っては具 体的に資 料も提 示されてい な い。
•• (9 ) 

また森貞次郎氏は1955年に後期を三分することを示された か、 この段階では各時期に お け る資 料も

学術 発掘によって厳密 な 意味 での組みあわせを提起できる状況では な かった。 さらに1966年には高

三瀦 ー 下 大隈一西新の三期分類を提唱された？ この間、 杉原荘介氏は1961年には雑銅 隈を徹回して

再 び伊佐座一水巻町の二期分類法をとられ、 今日に及 んでいる
（
『 杉原氏の伊佐座式は長崎県原の辻

ui 
遠跡上層 資 料と同一 視する意 向のよう

Ul 
で あ る。 その後、 北九州 では福岡市弥永原迫跡の調査が あ っ

て後期前半の好資 料を得たが、 未だ詳細は公 表 さ れてい な い�
-0

このようにみてくると、 これまで北

九州の弥生後期の土器編年は厳密 な 意味での好 資 料 に 基づいたというよりも、 そのような意味での

最適の調査 に 恵まれず、’ 形式名 は提唱されながら実体は不明瞭 な 憾みがあっ た 。 いわ ば北九州に お

け る弥生後期土器の編年は多分に仮説の段階としての性格をもっている現状に あ る とい え よう。

以上のよう な 研究史を参考 す る な ら ば今回調査した狐塚遺跡は弥生終末期を主体とする土器 資 料

を豊富に提供し、 組み あ わせ も確認できた点で、 北九州に お け る西新期に相 当 する文 化期の実態と

土器編 年に画期的成果をもたらした と 云っても過 言ではない。 狐塚遺跡に お け る土器編年 に は、 先

ず重複した竪穴によって確実 な 先後関係をつ かみ、 次に各竪穴にお け る 土器の組み あ わせと整形技

法の観察を試みた。 それによって編年の定まった土器 資 料を重複していない竪穴の土器資 料と対照

じて全竪穴の編年上の位置を決 定 す る方法をとったので あ る。 この作業の基本と な っ た のは竪穴の

重複関係にみられる10号→11号→12号→ 16号の時間的推移 で あ った。 さら に これにか な り多くの土

器が出 土 し て注意すべき組みあわせ がみられた 1 号、 2 号竪穴を加 え て編年の骨子がほ ゞ でき あ が

ったので あ る。 かくして大 別して三期の編 年的分類ができ あ がった。

第 I 期は11号竪穴資 料を中心にし、 18号竪穴資 料で補足した。 10号竪穴の成立は時間的には11号

竪穴より以前で あ るが、 土器資 料では11号竪穴と同じ様相が示されてい て同一 文化期に お け る な か

での時間差とみられる。 器種の組みあわせ は壷、 甕、 鉢、 高坪、 器台などで あ る。 壷は平底倒 卵 形

（
・

胴に外反 する口頸部がつ き、 口 縁、 肩に刻目を配する。 甕は平底 或は丸底長胴に短く反転する口縁

がつ く。 肩 に貼付帯をめぐらす ものが あ り、 口 縁、 · 肩の帯に刻 目或は交 叉する刻目を配する。 整形

（
 

には叩きを施し、 次に細かな刷 毛目調整で仕上げるが、 壷は多く叩きの技法はみられない。 鉢には

平底で口縁が外反するものと、 丸底で底 部から上 方 に 広がったま 、 に終るものが あ り、 時に脚台付

や 無頸壷のような形態のものもみられる。 刷 毛目調整 や 撫で仕 上げの手法が施されるが、 器 面 下半

部の調整に削りの手 法が あ らわれるのは注目される。 高坪は坪部の中 ほどで接合部が稜 を つくって

さらに外反し、 坪と脚裾には細かい刷 毛 目 調整、 脚部に箆撫での手 法がみられる。 器台は叩き 手 法

の仕上げで、 単 独で丸底土器の台となるものと、 上面を斜面 に 仕 上げて三個 以上組み あ わせて使用

したと思われるもの（沓形器台と称されるもの） が あ る。

第 1I 期は12号竪穴と 2 号竪穴の資 料を中心にとり あ げられる。 両者とも壷、 甕、 鉢、 高坪、 器台

の組み あ わせで、 器形上からも 第 1 期の継承によって成立している。 しかし、 詳細に検討すると 2

号竪穴資 料には櫛目文土器の影秤、 粗い刷 毛目調整、 削り手 法の増加な どが目立ち、 器形上 に も 直
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口 の 甕 、 丸底 柑 な ど が あ ら わ れ て 土 師 器 へ の 漸 移 的傾 向 が み ら れ る の で 、 大 勢上 は 1 2 号 竪 穴 資 料 と

平 行 す る け れ ど も 、 や ' 新 し ぃ 時代 へ 移 行 す る 要 素 が加 わ つ て き て い る と い う こ と に な る 。 し た が

ぅ て 1 2号 竪穴 を 2 号 竪 穴 よ り 若干 先 行 す る も の と し て 区分 を 設 け た 。 こ の 期 の 後 半 に お い た 2 号 竪

穴 資 料 に は 甕 、 鉢 、 高 坪 に 削 り の 技 法 が あ ら わ れ 、 煮 沸 作 業 に 使 用 さ れ た 土 製 支脚 が は じ め て そ の

時期 を 確認 で き た こ と の 意 義 も 大 き い 。• 編 年 図 に は 2 1 号 竪穴 資 料 を 補 足 し た 。 特 に 壷 、 鉢 に 東 九州

系 の 櫛 目 波状 文 が導 入 さ れ て い る こ と は 第 Il 期 に の み 指摘 さ れ る 特 色 で あ る 。

第 llI 期 は 1 号 竪穴 資 料 を 中 心 に 1 6号 、 19号 竪穴 資 料 を 補足 し た 。 壷 、 喪 に は 第 1] 期 か ら の 継承 が

み ら れ る が器 壁 は 一 段 と う す い 仕 上 げ に す 、 み 、 鉢 、 高 坪 、 器 台 な ど に は 前 時期 か ら の 継 承 が あ る

が 、 高 坪 の 坪 上 半 部 は 湾 曲 度 が消 え て 直線 的 に 延 び る 明 ら か に 古式 土 師 器 の 形 態 を 備 え た も の が出

現 す る 。 特 に 薄 手 丸底 堪 の 出 現 は そ の 精 選 さ れ た 胎 土 、 器 形 か ら 明 ら か に 第 Il 期 と 一線 を 画 す る も

の で あ る 。 こ の 丸底 店 に は 口 縁 が わ ず か に 外反 す る 無 頸琳 と 、 頸 部 の 発達 し た 長 頸 琳 が あ る 。 前 者

は 箆研磨 、 後 者 は 細 か い 刷 毛 目 調 整 の 仕 上 げで あ る 。 し か し な が ら 古式 土 師 器 に 特 有 の い わ ゆ る 小

形 丸底 琳 と は 異 る も の であ る 。 以 上 の よ う に こ の 時期 の 組み あ わ せ に は 弥 生終末期 と 区 別 で き な い

ほ ど の 器 種 の も の と 、 古式 土 師 器 と し て 認 識 せ ざ る を え な い 器 種 が共 存 す る 在 り 方 が確 認 で き る の

で あ る 。 し た が っ て こ の 時期 を も っ て 最 古式 の 土 師 器 文 化 期 に 認 定 す べ き で あ ろ う 。

( .
 

X X X 

狐塚遺跡 の 資 料検 討 の 結 果 、 弥生終末 期 と し て 第 I 期 、 第 Il 期 を 設 定 し 、 そ れ に 接続 す る 最 古期

の 土 師 器 文 化 と し て 第 Ill 期 を 設 定 し た 。 こ れ は そ れ ぞ れ 上北 島 第 I 式 、 第 1] 式 、 第 Ill 式 と し て 形 式

設 定 で き よ う 。 こ れ を こ れ ま で の編 年 体 系 と 対 比 す れ ば 、 北 九州 に お け る 弥生終末 期 に お か れ る 西

新 式 に 第 I 式 、 第 Il 式 が あ て ら れ る 。 第 Ill 式 は 最 古 の 土 師 器 と し て 認識 す る こ と が で き る 。 こ の 追

跡 で は 壷 の 形 態 に い わ ゆ る 嵩 三 i猪式 の 名 称 で認 識 さ れ て い る 逆 「 く 」 字 形 の 二 重 口 縁 形 成 に つ な が

る も の が一 点 も な か っ た こ と は 注 目 さ れ る 。 従 来 西 新 式 の 名 称 で 知 ら れ て い る 卵 形 胴 に 外 反 す る 口

縁部 を つ け 、 刻 目 を 配 す る 形 態 の も の が主流 を な し て い る 。 以 上 を 要 約 し て 発掘 し た 竪穴 の 編 年 的

位 囲 ず け を 整理 す れ ば次 表 の よ う に な る 。 但 し 4 号 及 び 5 号 竪穴 は 奈 良 時 代 に 下 る も の で あ る か ら

除 外 し て あ る 。
上 北 島 I 期 .. II 期 III 期

狐 塚
c--- 9 ( 

10 ------ 1 1— - 1 2 三
1 3 +-

こ:::>- 1 6

20 : 2 1— - - - - 1 9 ： 

17  

18  3 2 ： 

北 九九 州 西 新 （ ＋ ）  有 田 I

畿 内 唐 古 V 庄 内 布 留

関 束 月"lj 野 町 五 領
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（
 

（
 

こ の 資 料整理を通 じてこれまで各地の弥 生終末から 古 代 土 師器 に及ぶ 文 化 期 の 検討を 行 っ た が、

未 公 表の 査 料が多 いために 具体 的な 賓 料の提示ができない 現状で あ る。 した がって 今後 の 公 表に 待

つとこ ろ大きいが 対 比 の 意味で 一応 の 見 ；匝しを述 べて 今後 の 検討 に 資すること > する。 先 ず北 九州

では 幅 岡市 有 田 追跡 の 調 査結 果から 、 古式 土 師器として 有 田 I 式を 設 定した が、 こ れは弥 生時代と

の 間に 少くとももう 一時期を 設 ける必 要 が あり 、 こ の 未確認様式こそ北 九州 の最古式 土 師器 になる

で あ ろう こ とを 指摘し 、 それは弥 生終末期の 要 索をかなり継承する も ので あ ろうと 予 想された。 狐

塚迫跡における上北島 m 式はまさにこの空 白を 埋める資 料で あ る 。 しかしな がら 筑後地域 の 特殊性

も 考 慮されるので 、 北 九州ではさら にこの時期の標準迫跡を 別に 求める必 要 が ある。 1 969年 に 福 岡

市 教 委で 調 査された 幅 岡市拾六町・ 宮の前迫跡 における箱式石棺簗と 竪穴 住 居跡は 上北島 r - m 式

に 相 当する好 資 料で 報 告が 期 待される。 またか つて西 新 式の位置を 占 めていた雑銅 隈式は 実体 不 明

のま 、 徹 回されたが 、 九州大学 考古学 資 料 室 に 保 管されている 資 料による限り 、 広い地域 の 整地 エ

�� に 伴う 蔑 媒 品で あって 少くとも二時期 以 上 にまた がる混 入 が あ って厳密な 意味で 標準 資 料とはな

し 難 い。 むし ろ 今 回 の 鯛 査を通して II - III 期 に 相 当する資 料 が注意され 、 それによ っ て も 筑後地域

と 同 一には あつかわれないことが 改めて 認識されるので ある。

東 九州では 安国寺退跡 が あ げられるが 、 こ 、 では rr - m 期 に 相 当する資 料 が含まれて おり 、 畿 内

の唐古 V 式から 庄 内 式に 通 ずる要 素が指摘されるので 、 将 来 検 討の 必 要が ある。 中 部 九州では 野 辺

田 迫 跡 の 賓 料が 十 分検討されないま 、 に弥 生 末 期の様式として 「 野辺 田 式」 なる名称 が通 用してい

るが 、 中 間 報告によ っ てもこれも II � ill 期 にまたがると 思 われるので 厳密な 検 討が望まれる。

狐塚追跡は筑後 の 一集落迫跡で あるが 、 以 上のような 検討を通 じてみるとき 、 九州の弥 生終末か

ら 土 師器 への 移 行の実態をうか ゞう 重 要な迫跡 で あり 、 その 占 める位醤は大きいも の が あろう。

（ 小 田 富士雄）

註 ( 1 ) 九州 文化総合研究所編 「大分県国東町安国寺弥生式遺跡 の 調 査」 1958
( 2 ) 田辺哲夫 「野辺田迫跡発掘調査 中 間 報告」 （ プ リ ン ト ） 1951 
( 3) 1 957年 田 辺哲夫氏調 査
(4 ) 野部 田 貧 料 の一部 は 乙益重隆氏 に よ っ て 註(13)所掲解 説の 中 に 第 V 様式 と し て 紹 介 さ れ て い る 。
( 5 ) 森本 六 爾 「北九州 に お け る 弥生式土器編 年」 ( ,'紀紫 史壇第 51巣 ） 1930 
( 6 ) 小林行雄 「弥生式土 器燦成図録正編解説」 1939
(7 ) 杉原荘介 「遠賀 川 一成前立屋敷迫跡調査報告一」 1943
( 8 ) 杉原荘介 「古代前期 の 文 化」 （ 新 日 本史講座 ） 1954 
( 9 ) 森 貞 次郎 「北九州」 （ 日 本 考古学講座 4 ) 1955 
(10) 森 貞 次郎 「九州」 （ 日 本 の 考古学 Ill . 弥生時代 ） 1966 
(11) 杉原荘介 「 日 本混耕 文 化 の 生 成 」 ( 1:1 本 屈 耕 文 化 の 生 成 • 本 文篇 ） 1961 
(12) 水野消ー• 岡崎敬 「9位岐原の 辻弥生式遺跡調 査概報」 （ 対馬 の 自 然 と 文 化 ） 1954 
(13) 小林行雄• 杉原荘介編 「弥生式土器掛成 • 本編 l 」 1964
(14) 福岡 県教育委員 会 「福岡 県弥永原遺跡訓査概報」 （ 福 岡 県文化財調査報告害第 32集 ） 1965 

福 岡 市教育委貝 会 「福岡 市弥永原遺跡調査概要」 1967
(15) 福 岡 市教育委!l 会 「 有 l:IJ 追跡」 第 3 蹂 I 参照 1968 
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付 録 周 辺 の 遺跡 ・ 遺物

1 . 常 用 遺 跡 （ 図版 第13 )

狐塚遺跡 の 南方 1. 2 粁 ば か り の ところに ある低台地の南端を一 昨 年 から地下げしているが、 多 く

の弥生土器が出 土している。 偶々 狐塚迫跡の調査中 に 甕棺が発見 さ れたとの報 に 接し現場を踏査し

た。 畑地を約20 m の 幅 に わた っ て地下げを行 っ て お り 、 切 通し面に 板 付 II b 期 に 相 当 する壺棺が斜

め に埋葬 さ れている状態が観察 さ れた。 地表下20 -80cmの黒 色 土のな か に 含まれて い る。 その う ち

露出していた も ので は 壺棺を鉢で裂 う た も のがみられた。 付近で表 採 さ れ る 土器 に は 後述するよ う

に 夜 臼 式の新しい形態の も の から中期 （ 須玖式） に 及 ぶ 資 料があ り 、 住居跡と墳 袋が重複する迫跡

であることが知られた。 計画的な鯛査が望 ま れる。 （ 小田富士 雄）

出 土 遺 物 （ 第48 · 49 図）

遠物は 採土 工事の為畑地が l m 位切 下げられた際 に 発見 さ れた も ので、 庖 位的な発 見で は な く 、

狐塚追跡調査期間中 に 一 部採取した も のである。 石器 に は サ ヌ カ イ ト製縦型 石 匙(22)がある。 一 部 に

自 然面を残し粗雑な加工である。 土器は (1 · 2 · 3 · 12 ) が夜 臼 式で( 3)は や や 内傾する ,_ , 糸家 部の

外側 に 縦長 い 刻目を入れ、 唐津市汲田貝塚 出 土例と同 様である。 (5 · 6 ) は 板 付 I 式で( 6 ) は い 縁

の反 り が小 さ く 夜 臼 式 に 近い形態である °

( 4 · 7 · 8 · 9 · 10 · 11 · 13 · 15 · 16 · 18 · 19 ) は 板 付 II 式である。 ( 7 · 8 · 9 · 10 · 13 · 16 

18 · 19 ) は 前期末の いわ ゆ る杞の 甲 式で鼠的 に 多 く 当 迫跡の中心的時期を推定 さ せ る。

(11)は 金海式甕棺の 口 縁部であ る 。 (18) · (19)は鉢形土器で 図 版13 に 見 え るよ う に 壺 と セ ッ トで 小児棺を

構成したと考 え られる。 (1りは器嵩 に 比して胴部が張 り 、 肩 部 に 突帯を有する前 期 末 ～ 中 期 初 頭の壺

形土 器である。 (21) は 半球状の鉢で、 内 面は ナ デ に よる整 形、 外面は 刷毛 に よる整 形である。 なお図

以 外 に も 八 女高校 郷 土部発掘分 に 須玖 式の大形甕棺が、 又地下 げ し た畑地の断面に 板 付 II 式ら し い

三 組 の 小 児壺棺が観察 さ れた。 (20) は 筑 後市長崎 南原出 土の滋 聟 里式 土器の文 様を有 す る甕形土 器で

ある。

（ 藤 口健二）

2. 裏 山 遺 跡

昭和38 年狐塚迫跡の東南1 粁 ば か り の低台地上 に 堅 穴住 居 跡が発 兄 さ れ、 岩崎光氏 に よ っ て調査

さ れ概報 も 刊 行 さ れて い る。 現地 に は 岩崎氏ら の 努 力で二軒 の 堅 穴住居の復 原がな さ れて い る。 堅

穴 I は東西 6 m · 南北 3 . 6 m' ・ 堅 穴 II は 束西 6 . 2 m ・ 南北 4. 4 m の長方形プラ ン で、 一 部 重 複 し て

お り 、 堅 穴 II の方が古 い 。 共に中央 に 炉、 壁 寄 り に 方 形穴 （ 貯蔵穴であ ろ う ） があ り 、 堅 ’八: II の束

壁ぞ い に は ベ ッ ドがある。 出 土 品 に は 壺 ・ 甕 ・ 鉢 • 高 坪 ・ 器台の組みあ わ せがみられ、 堅 穴 II か ら
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は 17個 の 青緑色 ガ ラ ス 小 玉 が発見 さ れ て い る 。 土 器資料 の 示す と こ ろ 狐塚遺跡の 第 I - II 期相 当 と

思 わ れ る 。 本迫跡の 下屈 に は 縄文早期 の 穀粒押型 文土 器の 包 含 が あ る 。 狐塚迫跡の成果 を も と > し

て 再検討が望 ま れ る 迫跡で あ る 。 （小田富士雄 ）

注 岩崎光 「 衷山追跡調査概報」 筑後市教育委員会1966

＼ ヽヽ 18 、ロ 、、 、

ヽヽ

ヽ

ヽ
ヽ

2 0  

\ ‘ぃ 虐 0 -V
ー

0
22 

。 �Ocm 

第49 図 筑後市常用迫跡表採資料{2)

3 .  筑後 市域 の 弥生 • 古墳 時代遺物

•
(

 

― 筑後市郷土室資料 一

( � ) 筑後市周 辺の弥生土器

筑後市中 央公 民館郷土 室 に 陳列 さ れ て い る 土 器を 中 心 に し て 、弥生中 期 か ら 主 に は 上北島 狐塚迫

跡 と 関 連 す る 弥生後期後半 ～終末期 の も の を 取 り あ げ る 。 出 土地、 出 土年月 は 下 記の と お り で あ る 。

第50 図ー 1 . 出 土地不 明

，， 2 . 筑後市蔵数 （住 居 跡） （ 岩崎氏 所蔵品 ）

"' 3 .  瀬高 町坂田字 大塚 1958年6 月24 日

,, 4 .  筑後市前津 1957年2 月
,, 5 .  筑後市若菜
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,, 6 . � 下北島久消

,, 7 .  出土地不明

� 8 .  筑後市下北島久消

，，， 9 .  ,, 

"' 10. 筑後市前津 1956 年 1 月 8 日 ＿

第 51図 ー1 . 八女市屯の甲 （ 岩崎氏所蔵品）

,, 2 . 筑後市、 九州農業 試験場筑後分場 果樹 園 内

，， 3 . 筑後市若菜字森 防 1955 年12 月 22 日
，， 4 .  出土地不明

第 50 図 ー1 . 2 は 袋状口縁を有す る細頸壺で 2 は弥生 中期後半、 1 は 後期前半に属す る。 1 は ロ

縁部に不 明 瞭な稜を も ち 、 頸部は比較的 短かく肩部へとつ づく。 肩には 2 条の凸 帯を持 ち 、 胴 部に

一条の凸 帯をめ ぐ らしている。 口縁部は 横になでて調 整 す る が、 全体としてはへらでなでて整 形し

てい る。 色 調 は 赤褐 色を呈し、 胎土には 砂粒 を 多く含 む 。 焼成は 硬 ぃ 。 2 は 全面 （ 外部） に丹塗り

をほど こ し、 胎土 も 良質の粘 土を用 いている。 口縁 は 稜をつくらず 丸みをお び、 口縁直 下に一 条の

三 角 凸帯をめ ぐ らし、 頸は長く胴部につ づいている。 胴は扁球形を 呈 す る典型 的な袋 状口縁の細頸

壺である。

第51図 ー 1 は 袋状口縁を も つ 大形の壺である。 肩に 2 条の凸 帯をめ ぐ らし、 胴 は 大きく張ると思わ

れるが、 胴 部以下 は ない。 内 外面と も に粗い刷 毛で調 整 す る が、· 口縁部はなでている。 時期は後期

前半に属 す る も のである。

第 50 図 ー 3 は後期前半に屈する鉢形土 器である。 内 面は黄褐色を呈するが、 外面は 火を受けて黒色

を呈している。 胎土 中に は 細かい砂粒を含み、 焼成は や や 堅 緻である。 外面は 刷 毛で縦方向、 又 は

斜めに調 整を施している。

第 50 図 ー7 は 後期後半の甕であるが、 この種の土 器 が、 終末期の前段階の も ので、 福 岡 市弥永原出

土 土 器と同時期に属す ると考 え られる。 口縁は外反し、 胴径は口縁径よりわずかに大きい。 底 部は
I l l  

不 安 定な感 じ を与 え る平底である。 口縁 から肩にか けては横になで、 胴上部は、 横 方向 又 は 斜行し

て刷 毛で鯛 整し、 下部は や や斜 行して縦方向に刷 毛で 鯛 整して い る。

第51図 ー 3 は 終末期の壺 形土 器で、 今回 、 2 号竪穴より出土した土器に類品がある。 （ 第10図 ー 8
参照） 、 大形品であり、 口縁 径14cm、 器 高35 . 2cmを計る。 口 縁 は わずかに外 反し、 胴 は 卯 形 をなし

胴 上 部 に 最大径がある。 口 縁 部は 円 外と も に横になでて調 整し、 外 面の胴上 半分は叩 目 を残し、 そ

の上に部分的に粗 い 刷 毛 目 がある。 下 半 分は 粗 い 刷 毛で調 整して い る。 内 面 も あらい刷毛で 調整し

底部は指でお さ え て整 形している。 器壁は厚く重厚な感 じ を与 え る。

第51図 ー 4 は 、 LI 縁部は外反し、 肩と胴 中 央部に凸帯をめぐらし、 口 唇部と胴 凸 帯 に 刻目を も っ た

形の終末期の壺の完形品である。 今 回の調査では 完形品の出土 はない が類品が、 2 、 3 、 11 、 1 2 号

竪 穴 等より出土して い る。 口 縁 部 は斜行す る粗 い 刷 毛で調整 す る が、 口 唇直下は 横になでて刷毛目

を消し て い る。 胴部 も 粗 い 刷 毛で斜めに調整する。 内 面 は 全 面に横方向に粗 い 刷 毛で 調整し、 部分
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第50図 弥 生 土器 実測図( 1 )
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的であるがへらで 縦 に 削 っ ていると こ ろ も ある。 底部は一部 に 稜がつ く と こ ろ があり、 平底のお も

かげを残しているが 丸 底といえる。

第 51図 ー 2 は、 口縁の一 部と胴部以下を欠いている。 口縁は外半し 、 肩部 に 一 条の三 角 凸 帯をめ ぐ

らし 、 その上下を横 に なでて刷 毛 目 を消している。 凸 帯 下の肩部 に へら描の線刻があるが 、 何を描

いているかはわからない。 内面は、 口縁、 肩を指でお さ えた後刷 毛で 調 整し 、 その後、 部分的 に は

横になでて刷毛 目 を消している。 終末期に属 す る も のである。

第 50図 ー 6 は終末期に属 す る鉢形土 器で、 今回の調査 に おいて も 類 品 が多 く 出 土している。 外 反 す

る口縁を も ち 、 胴は ゆ るやかに張り、 底は丸底を呈 す る。 全面 に 叩 き整形のあとなでて叩 目 を消し

r’・

ー

3 ' 

第 51 図 弥生土器実測図(2)

2
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ている が、 く びれ部 に は叩 目が残 っ ている。 外面の口縁部は縦方 向 に 刷 毛で調整した後、 横になで

て刷毛目を消してい る。 口 縁 内 部 は 横方 向の刷毛目をなでて消し、 内 面は指でなでて調 整している。

第50 図 ー 4 は、 小形の婉で終末期に属 す る。 口縁は丸みをお びて薄くなり、 底は少し 尖 り ぎみであ

る。 外面はへらで縦方 向 に 削 っ てい るが、 口 縁部 の みは横方 向になでている。 内面は ゆ る＜斜 行す

る刷毛目 がある。

第50 図 ー 8 · 9 · 10は器台で少しずつ形態が異なるが、 時期はす べて終末期 に 属 す る。 8 は 、 口縁

脚部と も に 外 に 開き、 脚底 部 に は刻目を も つ。 外面は 口 縁下 に 縦方 向の刷毛目があるが、 あとは叩

目が全面 に 残 っ てい る。 部 分的に は 叩の上をよこ になでて い るところ も ある。 内面の口縁部は櫛で

横方 向 に 調整し、 胴上部は指で お さ え、 下部はへらで横に削 り 、 脚部は刷 毛で横方 向 に 調整してい

る。 9 は、 口 縁は外 反 す る。 外面の口縁は横 になで、 頸部は指でお さ えて い る。 胴上半は縦方 向 に

刷 毛で調整し、 下半 部の叩目の上 に まで部分的 に はのびていると こ ろ も ある。 下半部はゆ る＜斜行

す る横 方 向の叩目がある。 内 面の口縁部は横方 向 の 刷 毛目が施 さ れ、 頸以下はへらで削 っ た後、 下

部では縦方 向の刷 毛目がある。 10は、 口縁は外反し、 口 縁下は縦方 向の刷 毛目があるが、 口縁直下

はよ こ になでて刷毛目を消して い る。 頸部以下は全面に 横方向の叩 目が残 っ ている。 内 面 は全面に

刷 毛で調 整をしてい る が、 口縁直下は横 になでて刷毛目を消している。

第50 図 ー5 は、 わずか に 内弯 す る、 薄手でや や 長い 口縁部を も ち 、 中 央部でや や張るが球形に近 い

胴 部を も つ、 細頸の壺であるが、 古式 に 属 す る土師器である。

注 ( I ) 福岡市教委 「福岡 市弥永原追跡調査概要」 1967

( B ) 筑後市周 辺の土 師器

出 土 地 発見年月 日

(1) 筑後市若菜字森 防 1955年12月23 日

( 2 ) ,, 1961年12月

（大崎一 郎 方出土）

( 3) ,,. 1958 年1月

"' 
(4 ) 筑後市若菜字経塚 1955年1 月 9 日

(5) ,, 若菜字森 防 1958年 2 月

（ 橋本種蔵 方出土）

( 6 )  ク 和泉 1957年 2 月16日

（ 橋 口 達也）

( 1 )は甕 形土器である。 口 縁部径13 , 3cm、 器高14, 2cmを計る。 外 反し た 短かい口頸部を有し、 口唇

部は丸 く なる。 これ に 丸い肩 部 が続き、 球状の胴部 に 丸底 がつ く 。 頸部で厚くなり、 内側 に は明瞭

な稜 がは い る。 器壁は整 っ ており、 外面は研磨して い る。 内面はヘラ削りを施してい て、 口縁部 は

その上を横方向 になでている。 外面 も 同 様 に ヘ ラ で削 っ てい るが、 上 半 部 は その上を部分的 に 縦方

向 に ハ ケ でなでて い る。 口縁部は横なでで仕上げている。 色調は淡褐色を呈 し 、 胎土 に は砂粒を含

- 75 -

（ 



ん で い る。

胴部下半 に は 黒 う るし を 塗布 し てい た よ う な形跡が認められる。

(2 )は 一部 に 丹塗りの痕跡が認めら れ る壺 形土器である。 丸い胴部以外 に 丸く折れた 口 頸部を も つ

厚 手の完形土器である。 胴部最大幅部と底部の中間 に 焼成後器壁外面より穿孔し た 孔 を も つ 。 底部

は 丸底である。 口縁部は 外 に 開いており、 口 唇部がわず か に 平ら た くな っ て、 稜がは いる。 口 縁部

は ま る＜頸部 に 続き、 その ま ま 肩 部 に 移 行する。 胴部は ま るく同じ傾きで底部 ま で続く。 胴部最大

幅 は 中央部 に みられる。

土器は 確認で き るだ けで も 4 カ 所の接合が認め られる。 すなわ ち 板 状の粘 土 帯を租み重ね て形を

つ くりあげ、 全体を指 あ てで整 え 、 内 面は その上 を ヘラで削 っ て成形している。 そのた め に 内 面底

部 に は 指圧 痕が残り、 胴部 に は ヘラ削りのあとがみられる。 外面は 最 初 に 指でお さ え 、 ヘラで成形

し 、 最後 に 刷 毛で器壁を調整している。 全面 に 短 かい刷 毛目が施 さ れている。 ま た 口 縁部 に は 回転

に 伴な っ た 水引き に よる横なでが施 さ れている。 色調 は 黄褐色を呈し、 胎土 に は 数 多くの砂粒を含

み、表面は 割 合 いなめら かである。 一部 に 丹塗りの痕跡が認められる非常 に 焼成のよい土器である。

出土状況 がは っ き り し ないけ れど も 4 世紀後 半 代の も のであると考 え られる。

( 3 ) は 高坪で、 J不上部と脚部の開きを欠失している。 坪 部 は 二段 に 折れ、 口 縁が開く タ イ プの も の

であるが、 欠 失のた め に 口 縁 は 観察することができない。 士不部は斜め に 開 き、 それ に 続いて 2 · 3

cm真直ぐ立 ち 上がり、 その上 に 口 縁が 外 に 開 いている。 脚部は 筒 状の部分から 急 に 折れており、 裾

部は幾分内傾している。 筒状の部分は 内側が削られず に柱 状となり裾部のみが開いている。

製作技 法 は 、 粘 土帯の稜み重ね であるが 、 接合面は杯部下半 に1 カ 所認められるだ けで、 あと は

不 明 瞭である。 全体の形を整 え た 後、 坪部内面は 櫛で横方向 になでて調整し た 上を ヘ ラでみがいて

い る。 外面は 櫛目が ほ と ん ど 認められず、 わず か に 外 に 折れるところ に 縦方向 に 短 か い約 5 mmの長

さ の櫛目がみられる。 器壁 は ヘ ラで削 っ て成形し、 指なで に よ っ て仕上げている。 脚部 は 全面を縦

方向 に 櫛で成形し、 柱 状の部分は 規則 正 し く縦方向 に ヘラでみがいている。 裾部 は 櫛目だけで、 ヘ

（ ラを使用していない。 裾部の内 面は 櫛を立てて回転 さ せ 削りと っ ている。 そのた め に く も の巣 状の

櫛 目 が認めら れる。 櫛 は 内 外面とも 1 種 類の使 用である。

色調 は 赤褐 色を呈し、胎土 は 砂沫立を含 ま ず精 製し た 良 好の も のである。 焼成 も 非常 に 良好である。

（
 

(2 )の壺形土器と同一地 からの出土で、 技 法 に は 異なりがみられるが、 その形からして も 同一時期の

も のとして間違いない。

( 4 ) は 高坪 状の も のであるが、 通常の も のと は 形を異 に し ている。 低ぃ 脚 に鉢を乗せ た よ う な恰好

を し ている。 口縁部径13 . 1cm、 高 さ 10. 2cm、 裾端径11. 5cm、 脚の 高 さ 3 . 5cmを計る。 口 縁部は 短 か

く外弯し、 傾きを 変 え て下へ続き、 沈線を も ち 、 そこで— 担張り その ま ま 底 へ 流れる。 それ に 脚 が

つ く。 内 面 は 口縁より中央部 ま で櫛 を 使 用 し 、 外面は全面櫛で整形している。

( 5 ) は 婉形土器である。 ほ ゞ 球面に そ っ て立 ち 上がり、 それ に 比して平らな底 面を形成している。

その傾きの接点 は ヘ ラ削りのあるな し に よ っ て決定する。 径11. 3cm、 深 さ 4. 8cmで 口 唇部内側が丸

みを も っ ている。
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内 外面と も 一応 ヘラで成形してい る が、 内 面底部 は 指でお さ え 、 上半部は 横 に 刷毛でなでて仕上

げてい る。 外面底部 は ヘ ラ削りのま > に し ているが、 上 半部 は 内 面と同 じ く横方向 に 刷毛でなでて

い る。 刷 毛 は 内 外と も 同種の も のを使 用 し ている。 焼成は 良好である。 類似の も のが11号住 居 址か

ら出土 し てい るが、 それ に 続く時期の も のであると考 え る。 すなわ ち 初期の土師器と い う こ と がで

きる。

( 6 ) は 高坪である。 坪 部を 欠失している が、 裾での径16. 4cm、 脚部の高 さ 9. 7cm、 く びれの部分で

径 3. 8cmを計る。 坪 部は 途中で一段折れて、 な > め上方へ直線で延 びる タ イ プの も のと考 え られる。

脚部は 筒 状に な っ ており、 下方 に 向 っ て拡 がり、 稜を も っ て折れ、 裾部 に 続く。 裾部底 面 は 平ら に

な っ て脚を安定した も の にして い る。

こ
(-

3
 

4
 

6
 。 15cm 

第52図 土 師 器 実 測 図
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そ の 製作技法 は 坪部 と 脚部 と が接合 さ れ た も の で 、 そ の 為 に 筒 部 の 内側 に粘 土 の 張 り 出 し が認 め

ら れ る 。 器壁 の 整形 に は ヘ ラ が使 用 さ れ て お り 、 筒 部 の 内 外面 と も 縦方向 の ヘ ラ 削 り 痕 がみ ら れ る 。

坪 部 と 脚裾部 の 外面 は そ の 上 を な で に よ っ て 仕上 げて い る 。

脚部 の 特徴 、 す な わ ち 斜 め 下方 に 自 然 に 拡 が り 裾部 が横へ 開 く タ イ プは 関 東 の 和泉式土 器 に 類似

し て い る 。 （ 佐 田 茂 ）

( C ) 筑後市周 辺の須恵器

第53 図 は筑後市 中 央公民館郷 土室所蔵 の 須 恵器資料の 一部 で あ る 。 資 料 に は古墳時代 か ら 歴史時

代 の も の ま で あ り 、 今 日 で は す で に そ の 出 土状態 を 知 る こ と は 困難 と な っ て い る ば か り か 、 中 に は

出土地の 不 明 な も の 、 あ る い は 出 土 し た 迫跡 の 性格 が判 然 と し な い も の も 含 ま れ て い る 。 以 下 出 土

（ 地域 ご と に 叙述す る 。

筑後市広川 町知徳古墳 出 土資料 ( 53 図 1 )

坪 の 口 径 8. 4cm を 測 る や や小形 の 蓋坪 で あ る 。 蓋受 け 立 ち 上 り は か な り 高 い が全体 と し て 古式 の

特徴は す で に 失 な わ れ て い る 。 暗灰色 を 呈 し 精 良 な 粘 土 を 使 用 し て い る 。 外面 は 入 念 な ナ デ に よ っ

て 仕上 げ ら れ て お り ヘ ラ 削 り を 示す 痕跡 は 見 ら れ な い 。 蓋 ・ 身 と も 外面 中 央部 に ヘ ラ 記号 を 有 す る 。

須 恵 器 第 m 型 式後 半 （ 六世紀中 ご ろ ） に 属 す る も の で あ ろ う 。

筑後市欠 塚古墳 出 土資料 ( 53 図 3 )

中 央 部 の 窪 ん だ 高 い つ ま み を も つ 蓋で 、 高坪 に 付属 す る も の と み ら れ る 。 口 径 11 . 6cm 、 高 さ 5 . 5

cm であ る 。 天井部 に は 入 念 な ヘ ラ 削 り が ほ ど こ さ れ て お り 、 イ本部 と の境 い に は 鈍 い 段 が形づ く ら れ

て 垂直 に 近 く 下降 し 口 縁 に い た る 。 口 縁部 の 仕 上 げ は 古式 の 特徴 を 残す も の で あ り 、 第 1I 型 式 （ 六

世紀前 半 ） に 相 当 し よ う 。

山 門郡平田古墳 出 土資料 ( 53 図 7 )

口 径15 . 4cm 、 高 18cm の 壺 で あ る 。 内 外面 と も 叩 き を す り 消 し て お り 、 頸部 と 肩部 に は 櫛 描波状 文

（ ． 刺突 文 で 装飾 し て い る 。 i皮状文 は 整美 な も の で は な い 。 頸部 に 通 常 め ぐ ら さ れ る 沈線 は消 略 さ れ

て 波状文 を 一部す り 消 す こ と に よ っ て 表現 さ れ て い る 。 古 式 須 恵 器 が次 第 に 変化 し て ゆ く 過程 と い

う こ と がで き 、 上記高坪の 蓋 と 同様 の 時期 が考 え ら れ る 。

山 門郡瀬高町金栗出 土資料 ( 53 図 4 · 5 · 8 )

(4 )は 有 蓋高 坪の 脚部 と み ら れ る が、 中 央部 に 突帯 を 設 け る 手 法 は こ の 地方 を 含 め て 北九州地域 で

は ほ と ん ど他 に 類例 を み な い も の で あ る 。 ( 5)の 腺 と と も に 時期 的 に は 第 m 期 よ り 下降 す る も の で は

な い で あ ろ う 。 (8 )の 高 坪 は い わ ゆ る 高盤 と い わ れ る も の に 相 当 す る と み ら れ 、 盤 部 は 口 唇上面 が平

担 な 断面 を 示 し 脚 の 安定 は よ い 。 時期的 に は す で に 平 安時代 に 降 る こ ろ の も の で あ ろ う 。 灰 白 色 を

呈 し 使 用 さ れ た粘 土 は 精 良 で あ る 。 脚 内 面 に は 成 形の 際 の ひ ね り の 痕跡 が残 っ て い る 。

筑後市若菜 出土資料 ( 53 図 2 · 6 · 10 - 13 )

( 2 )は 最 大径10. 4cm で 、 現在つ ま み の 部分 を 欠 失 し て い る が本 来凝 宝珠形の つ ま み を 有 す る と み ら

れ る 。 器 の 厚 み が あ っ ＜ 技術的 に は稚 拙で あ る 。 (12) と と も に 第 V 型 式 に 相 当 し よ う 。
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(10 · 11) は 奈良時代 に 厩 す る資 料である。 蓋 は 扁平な宝珠形つ ま み を も ち 口縁部 に は 短か い L 字

形の突出 部をつ く っ て 身を受ける。 身 は低い 高 台を有 し 、 体部か ら 口縁 に かけてなめ ら か に 外弯 し

て 器壁の厚 み も ほ ぼ一様 に 仕上げ ら れて い る。 (13)は大甕の口頸部で、 口径 は 46. 6cm あ る。

出 土地不明 資料 (53 図 9 )

(9 )の提瓶は 高 さ16cm あ り、 側面の一方 に 扁平な傾 向 が あ ら われ て い る。 口縁部 に は し っ かり し た

突 帯 がつ く ら れて おり、 形態的 に 八女市乗場古墳 出 土 資 料 に 類似 し て い る。 時期 も ほ ぼ同 じ こ ろ と
I I )  

み て よかろ う 。 （真 野和夫）

注 ( 1 ) 小 田 店士雄 「 筑後 に お け る 須恵器の 編年」 （塚 ノ 谷 窯跡 群 ） 八 女 市教育委員 会 1969 
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狐塚遺跡追補遺物 （ 第 54 図）

本 迫物は今回の 調 査に地元高校の 考古学部 員 の 採収になるもので、 詳細な出土地点 、 他 遺物との

確実な共伴状態は解らない。 1 . 2 ( 第1号竪穴出土） は手 づくねの 土器で、 胎土は極 めて良好で

ある。 1 は一部に縦横 方向の 叩き目が、 2 には指圧成形の あとが残 っ ている。 1 、 2 とも 第1号竪

穴出土と考 えてよい。

3 、 4 ( 第 2 号竪穴出土） 5 ( 第 10号竪穴出土）は土 製紡錘 車 で、 いずれも穿 孔 ば焼成にさきだ っ

っ て行なわれている。 外周の 原 さは均 ー ではなく、 3 は 外円端をヘ ラでけ ず っ ている。

径 、 現重駄 、 復 元重鼠は、 表の ごとくであり、 断

面 の 形態は板 付遺跡出土例（前期） と相 似 す るが、

径 はより大となり、 重量は弥生時代の 紡錘 車 の中

では重 い 部 類にはいる。 弥生時代終末期前後の 紡

錘 車の 好例である。

6 はサ ヌ カ イ ト製の 石 鏃で第 12号竪穴南側 ピ ッ ト 中 よりの 出土 であり、 竪穴の時期 より先行する

可 能 性がつよいよ う である。 （藤口健二）

� 直 径 現 重 簸 復原 重 量

3 6 . 4cm 31 g 糸
I
勺35 g 

4 6 . 5cm 38 g 約38 g 

5 7 cm 41 . 5 g 約45 g 

- - - ,  ` 

I
 

�
 3

 ゜

t - (羹

（
 

I 

辺d甘雪Z
4

 
5

 
10cm 

第54図 追補遺物実測図
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編 集 後 記

昨 年 5 月 に 発掘 調 査 を 終 了 し て 以 来 、 ま も な く 九州 大 学の 紛争 が始 ま り 、 過激派学 生 達 に よ る 学

内 封鎖 が続 き 、 機 動 隊 導 入 に よ っ て 10月 14 日 に 封鎖 が解 か れ る ま で 5 ヶ 月 に わ た っ て 研究 を ス ト ッ

プ さ せ ら れ る と い う 異 常 事態 の な か に あ っ た 。 こ の 間 発掘 資 料 な ど に 被害 を う け る の で は な い か と

い う 懸 念 も あ っ た が、 幸 い に も 無 事 に 過 ぎ 、 学 内 整備 な ど が あ っ て 、 実 際 に 遺物整理 に 入 っ た の は

12月 に な っ て か ら で あ っ た 。 お く れ た 授 業 を と り も ど す べ く 、 教 官 も 学生 も あ わ た ゞ し い な か に あ

っ て 、 整理 の す > む に つ れ て 数 回 に わ た っ て 研究室内 で の 討 論 を 試 み た 。 参加 者 全 員 、 弥生時代終

末 期 の 空 白 を 埋 め よ う と す る 作 業 に よ く 協 力 し て 限 ら れ た 期 間 内 に 本 書 の よ う な 成 果 を ま と め る こ

と がで き た 。 ま た 毎 回 に わ た る 討論 に は 森 貞 次郎 先生 に も 御 参 加 い た ゞ き 、 北九州 の 弥生 土 器編 年

に た ず さ わ っ て こ ら れ た こ れ ま で の 研究 史 を は じ め 、 各地の 弥 生 土 器討論 に も 多 く の 助 言 を い た ゞ

い た こ と は 本 書 を ま と め る 上 に き わ め て 有 益 で あ っ た 。 狐塚迫 跡 は 弥生終末期 の 一 集落跡 に す ぎ な

い が、 こ の 調 査 を 機 に 、 こ れ ま で曖 昧 な ま 、 に さ れ て い る 九州 各 地 の 弥生終末 期 の 資 料 を と り あ げ

て 比較検討 を 加 え 、 前 む き に 解 決 を は か ろ う と す る 姿 勢 を と ろ う と し た も の で あ っ た 。 本 害 の 成 果

は 少 く と も 将 来 、 筑後地域 に お け る 弥生終末期 研究 の 指針 と な る で あ ろ う 。 今 回 の 整 理 を 通 じ て 九

州 各地域 に お け る 現状 と 問 題 点 を 確認 す る こ と がで き た と 信 ず る 。 ま た こ の 討論 に 参加 し た 諸 君 の

な か か ら さ ら に 各地 の こ の時期 を と り あ げ、 問 題 を 発展 さ せ る で あ ろ う こ と を も 期 待 し て い る 。

今 回 の 調査 に は 前 半 を 佐 田 茂 君 、 後 半 を 橋 口 達 也 君 が諸般 の 世 話 に あ た り 、 整理 ま で の 推 進 役 と

な っ た 。 ま た 遺物 の 復原 、 撮影 の 準備 に は 橋 口 君 が あ た り 、 原 稿 の 最終整理 に は 木村幾 多 郎 君 、 西

健一 郎 君 、 図 面 の 最終整理 に は 藤 口 健二君 の 助 力 を 得 た 。 か く し て 考 古学研究室 の 参加 学 生 ー 同協

力 し て 編 者 の 意 図 を 理解 し 、 よ く 支持 し て い た ゞ い て 成 っ た の が本 書 で あ る 。 こ 、 に 多 く の 人 々 の

協 力 に よ っ て 出 来 上 っ た 経緯 を 記 し て 感謝 申 し あ げ る 次 第 で あ る 。 ( 1970 · 3 · 25 小 田 富 士雄 ）

（
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